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 防災・防犯情報を配信中  いせさき情報メールに登録を！ 登録方法など詳しくは17ページへ

主な内容 表紙写真：市民のもり公園に咲く河津桜 
３月上旬、市民のもり公園の130本の河
津桜が見頃を迎えました。休日の公園に
は多くの家族連れが訪れ、ピンク色に染
まった木の下でピクニックをしたり、子
どもたちは大きなシャボン玉を追い掛け
たりして楽しんでいました。
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平成31年度の予算が決まりました

伊勢崎をもっと元気に もっと豊かに もっと安全に

用語の解説
市�税　市民税や固定資産税など、皆さんが納める

税金
国�庫支出金　市が特定の事業をするときに、国が

負担する補助金や負担金など
市�債　国や銀行などからの借入金
県�支出金　市が特定の事業をするときに、県が負

担する補助金や負担金など
地�方交付税　国税（所得税、法人税、消費税など）

の一部から、市の財政状況に応じて交付される
お金
地�方消費税交付金　消費税として納められた８％

のうちの1.7％（消費税率１０％への引上げ後は
２.２％）の中から、一定の基準で交付されるお金
繰�入金　特別会計や基金などからの収入金
諸収入　預金利子、貸付金の元利収入など
使�用料および手数料　公共施設の使用料、戸籍や

住民票などを交付するときの手数料
分�担金および負担金　保育所の保育料など、受益

者が経費の一部を負担するお金
地�方譲与税　自動車重量譲与税、地方揮発油譲与

税など
そ�の他　地方特例交付金、自動車取得税交付金、

配当割交付金など

一般会計

歳出
753
億円

労働費
2億3,802万円
（0.3%）

議会費
4億6,489万円
（0.6%）

農林水産業費
12億8,278万円
（1.7%）

消防費
26億1,688万円
（3.5%）

商工費
28億7,906万円
（3.8%）

衛生費
64億3,841万円
（8.6%）

公債費
71億3,719万円
（9.5%）

教育費
73億9,383万円
（9.8%）

土木費
76億1,123万円
（10.1%）

民生費
299億6,114万円
（39.8%）

総務費
91億2,637万円
（12.1%）

その他
1億5,020万円
（0.2%）

歳入
753
億円

市税
310億1,356万円
（41.2%）

国庫支出金
106億7,690万円
（14.2%）

市債
71億3,870万円
（9.5%）

県支出金
60億9,141万円
（8.1%）

地方交付税
55億7,000万円
（7.4%）

地方消費税交付金
40億6,000万円
（5.4%）

その他
10億8,983万円
（1.3％）

繰入金
36億4,338万円
（4.9%）

諸収入
34億497万円
（4.5%）

使用料および手数料
9億7,990万円
（1.3%）

分担金および負担金
9億135万円
（1.2%）

地方譲与税
7億3,000万円
（1.0%）

用語の解説
民�生費　児童、高齢者、体の不自由な人、生活に

困っている人を援助するための経費
総�務費　税金の徴収、戸籍事務、選挙事務など、

市役所の全般的な仕事に使われる経費
土�木費　道路、公園などを造ったり、区画整理を

行ったりするための経費
教育費　学校教育、社会教育などに使われる経費
公�債費　道路、学校などを造るために借りたお金

を返済するための経費
衛�生費　皆さんの健康を守ったり、ごみ・し尿を

処理したりするための経費
商�工費　商業、工業、観光などを盛んにするため

の経費
消防費　消防、救急業務などに使われる経費
農�林水産業費　農道や水路の整備など、農業を盛

んにするための経費
議�会費　市議会議員の報酬や議会関係に使われる

経費
労働費　勤労者のために使われる経費
その他　災害復旧費・予備費

特別会計・公営企業会計市債残高の状況
予算額　857億6,827万円

特別会計予算額　　　　 607億721万円内訳
　公営企業会計予算額　250億6,106万円

特別会計（保険料や使用料など特定の収入で支出を賄います）

会計区分 予算額
小型自動車競走事業費 156億3,663万円
学校給食センター事業費 22億6,829万円
国民健康保険 198億7,329万円
後期高齢者医療 22億4,253万円
介護保険 166億1,081万円
下水道事業費 34億5,608万円
農業集落排水事業費 ５億8,732万円
特定地域生活排水処理事業費 3,226万円

平成３１年度末
見込み

平成３０年度末
見込み 増減額

一般会計 689億5,863万円 685億4,904万円 4億959万円
特別会計合計 236億9,547万円 240億802万円 ▲3億1,255万円

学校給食センター事業費 35億3,345万円 34億9,690万円 3,655万円
下水道事業費 176億1,536万円 176億7,265万円 ▲5,729万円
農業集落排水事業費 25億1,334万円 28億1,245万円 ▲2億9,911万円
特定地域生活排水処理事業費 3,332万円 2,602万円 730万円

公営企業会計合計 196億2,731万円 201億8,300万円 ▲5億5,569万円
水道事業 121億2,691万円 120億4,096万円 8,595万円
病院事業 75億40万円 81億4,204万円 ▲6億4,164万円

合計 1,122億8,141万円 1,127億4,006万円 ▲4億5,865万円
※「平成３０年度末見込み」額は、平成３１年度当初予算編成時点の残高です

公営企業会計（市が企業として経営し、支出は収益で賄います）

会計区分 予算額
水道事業 66億7,753万円
病院事業 180億3,668万円
介護老人保健施設事業 ２億8,430万円
訪問看護事業 6,255万円

　各会計とも、市債残高の抑制に
向けて事業を運営しています。一
般会計では、文化会館改修事業、
廃棄物処理施設等整備事業、駅周
辺第一土地区画整理事業などで市 
債の発行を予定しており、平成31 
年度末の市債残高見込みは、平成 
30年度末見込みと比較すると、約 
４億959万円の増加となります。
　今後も計画的な市債の発行によ
り財政の健全化を図り、将来の財
政負担抑制に努めていきます。

平成31年度の予算が決まりました
一般会計当初予算は753億円 〜前年度比プラス1.1% 〜

　本年度の各会計予算が、第1回市議会定例会で可決されました。本年度の予算の概要と主
な事業について紹介します。詳しい資料は市ホームページに掲載しています。
　※金額は端数調整し、「万円」単位で表記しています

問い合わせ　財政課（☎27−２７１２）
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平成31年度の予算が決まりました

★＝新規の事業
☆＝拡充する事業

主な事業の
概要と予算額

平成31年度 予算

☆�５歳児健康診査を市内全ての
保育施設、幼稚園などで実施

　 	  ５３０万円
★家庭訪問型の産後ケア事業を実施
　 	  116万円

★第三保育所の内装改修工事を実施
　 	  1,213万円
★�第四保育所の保育室棟増築に向けた敷地

調査などを実施 	  226万円
☆放課後児童クラブを整備 	  1,905万円
◦民間保育施設の改修費を補助
　 	  ４億3,598万円

☆�基幹相談支援センターの相談支援体制を
強化 	  5,538万円

◦老朽化した病棟の改修工事を実施
　 	  ２億1,600万円

福祉・地域医療の充実

★�総合防災マップの外国語版を
作成 	  440万円

◦�防犯カメラ内蔵型を含むLED防犯灯を整
備 	  3,550万円

★さかい聖苑の空調設備改修工事を実施
　 	  3,000万円
◦市道の路面下空洞調査を実施 	  500万円
◦�安全で良質な水道水を安定して供給する

ため、配水管の新設など上水道施設を整
備 	  17億9,101万円

★�引き取りがなく、まだ使用できる放置自
転車について、売却によるリサイクルを
実施

安心、安全なまちづくり

保健対策の
推進

子育て環境
の整備

生活環境の
整備

◦�住民基本台帳や市税などの主要な業務シ
ステムについて、前橋市・高崎市との共
同利用や業務の標準化を推進

　 	  １億3,968万円

★�いせさき聖苑・さかい聖苑の
利用について、インターネッ
ト上で予約できるシステムを
導入 	  1,560万円

◦住民票などの交付申請書の様式を統一化

行財政改革の推進
市民サービ
スの向上

財政負担の
軽減

障害者
サービスの
充実

環境に
やさしい
まちづくり

安全な
暮らしの
基盤づくり

地域医療の
充実

（市民病院）

◦�伊勢崎駅周辺の整備と賑
にぎ

わい
の創出 	  11億4,784万円

★�都市計画マスタープランの点検・見直し
を実施 	  1,206万円

◦宮郷工業団地周辺地区を整備
　 	  3,000万円
◦北部環状線の道路改良事業を実施
　 	  １億4,703万円

◦�地域コミュニティ活動事業補助金の交付
を実施 	  5,070万円

◦�市内で創業する人に創業時に必要となる
経費の一部を補助 	  1,000万円

◦プレミアム付商品券発行事業を継続
　 	  ３億3,000万円
◦住宅リフォーム費用の一部を助成
　 	  １億円

◦�いせさき花火大会や各地区の夏まつりな
ど、各種イベントを実施

　 	  １億1,898万円

地域経済の活性化
都市基盤の
整備

地域活動
支援

産業振興の
推進

シティプロ
モーション
の推進

◀
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

◀
総
合
防
災
マ
ッ
プ
の

外
国
語
版
を
作
成

★�一定の要件を満たす第３子以
降の児童・生徒の保護者に対
して、学校給食費を助成

　 	  2,000万円
★�公立中学校の２年生を対象に、スコア型

英語テストG
ジ ー テ ッ ク

TECの受検料の一部を助成
　 	  221万円
☆�市内の中学校へ部活動指導員を増員
　 	  372万円

★�あずま小学校の校舎増築工事を実施
　 	  １億5,048万円
◦�新学校給食調理場について、２学期から

の稼働に向け、調理器具などの備品を購
入 	  １億826万円

★�市庭球場のコート改修工事や赤堀体育館
の屋根・外壁などの改修工事を実施

　 	  １億4,277万円
★�公認マラソンコースの認定に向けた測量

などを実施 	  324万円

教育・スポーツ・文化の振興

◦��文化会館の耐震補強を含む長寿命化を目
的とした大規模改修工事を実施

　 	  25億4,900万円
◦�世界文化遺産の田島弥平旧宅とその周辺

環境を整備 	  8,580万円

教育環境の
充実

教育施設の
整備

文化の振興スポーツ
施設の整備

５歳児健康診査を実施し
子育て支援の充実を図ります

まだ使用できる放置自転車をリサイクルします

新たに学校給食費の助成を実施します

部活動指導の充実と教員の負担軽減を図ります

伊勢崎駅前のにぎわいを創出する
イベントを実施します

待機児童対策として
放課後児童クラブを整備します
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人間ドックの補助金申請を受け付けます

種類名称 １日
人間ドック

１泊２日
人間ドック

１日人間ドック
と脳ドック 脳ドック 問い合わせ

①石井病院（波志江町） ○ − ○ ○ ☎21−3111
②伊勢崎佐波医師会病院成人病検診センター（下植木町） ○ ○ ○ ○ ☎26−7878
③伊勢崎市民病院検診センター（連取本町） ○ − ○ ○ ※1
④大井戸診療所（東小保方町）※2 ○ − − − ☎62−3333
⑤群馬県健康づくり財団（前橋市） ○ − − − ☎027−269−7813
⑥鶴谷病院健診センター（境百々） ○ ○ − − ☎74−1800
⑦伊勢崎健診プラザ（中町） ○ − − − ☎26−7700
⑧笛木外科胃腸科（西久保町二丁目） ○ − − − ☎62−5678

※1　市民病院検診センターの窓口（平日・午前９時～午後５時）で予約してください。詳しくは同センター（☎25−5022）に問い合わせてください
※2　男性だけの受け付けになります

　40歳以上の市の国民健康保険（国保）加入者と、後期高齢者医療制度加入者を対象に、
人間ドック・脳ドックの検診費用の一部を補助します。人間ドック・脳ドックを希望する
人は、事前に各自で指定医療機関を選択し予約をしてから、補助金申請をしてください。

問い合わせ　国民健康保険加入者＝国民健康保険課（☎27－2737）　
後期高齢者医療制度加入者＝年金医療課（☎27－2739）

国民健康保険（40歳以上）・後期高齢者医療制度加入者の
人間ドックの補助金申請を受け付けます

指定医療機関に「伊勢崎市の国民健康保険（後期高齢者医療制度）の人間ドック
（脳ドック）」と伝えて、下記の期間内の日程で予約をしてください。予約の際
は保険証を用意してください。指定医療機関は左ページ表のとおりです。
検診の実施期間　平成31年６月から平成32年３月まで

下記の期間内に、市役所・各支所で補助金の申請をしてください。
補助金の申請期間　４月11日（木）から９月30日（月）まで
ただし
●検診日が６月から10月までの人  検診月の前々月末までに申請
●検診日が11月から３月までの人  ９月30日（月）までに申請

市役所から「補助金交付決定通知書」が郵送されます。内容に間違いなどない
か、よく確認してください。

検診当日は、国民健康保険または後期高齢者医療制度の保険証と「補助金交付
決定通知書」を持って検診を受けてください。

対象

●�人間ドック＝身体計測、血圧測定、尿検査、血液検査、心電図、眼底検査、
腹部エコー、胸部レントゲン、胃部レントゲン（バリウム）、便潜血など

　�※医療機関によって異なります。胃内視鏡（胃カメラ）検査を希望する場合や
女性の乳がん・子宮頸

けい

がん検診は、一部の医療機関ではオプション（別料金）
となります。医療機関に予約する際に、確認してください

●脳ドック＝MRI、MRA、頸
けい

動脈エコー

期間・会場　※いずれも土・日・祝日は除きます
市役所　　　●４月11日（木）＝東館５階第4会議室
　　　　　　●４月12日（金）から９月30日（月）まで＝国民健康保険課・年金医療課
赤堀支所　　●４月11日（木）＝２階大会議室
　　　　　　●４月12日（金）から９月30日（月）まで＝住民福祉課
あずま支所　●４月11日（木）＝２階大会議室
　　　　　　●４月12日（金）から９月30日（月）まで＝住民福祉課
境支所　　　●４月11日（木）＝会議用庁舎1階大会議室
　　　　　　●４月12日（金）から９月30日（月）まで＝住民福祉課
時間　午前８時30分～午後５時15分　※各支所は正午から午後１時までは除きます

●保険証	 ●印鑑（朱肉を使用する物）
●特定健康診査受診券（40歳から74歳までの国民健康保険加入者）
●後期高齢者健康診査受診券（後期高齢者医療制度加入者）
お願い  検診予定日、人間ドックの種類、医療機関が分かるようにしておいてください。

検診費用・市の補助金額

種類 検診費用
（医療機関によって異なります）

市の補助金額
国民健康保険 後期高齢者医療制度

１日
人間ドック

男性・女性ともに
　３万1,860円～

男性１万5,000円
女性１万7,000円

男性２万1,000円
女性２万3,000円

１泊２日
人間ドック

男性・女性ともに
６万1,713円

男性・女性ともに
１万7,000円 申し込みできません

１日人間ドックと
脳ドック

男性・女性ともに
　５万8,860円～

男性２万8,000円
女性３万0,000円

男性３万4,000円
女性３万6,000円

脳ドック 男性・女性ともに
２万7,000円

男性・女性ともに
１万3,000円 申し込みできません

※上記の「１日人間ドック」・「１日人間ドックと脳ドック」の検診費用は医療機関によって金額が異なります。詳しくは予
約した医療機関に問い合わせてください。また、消費税率の改定に伴い、検診費用が変更になる場合があります

検診費用から市の補助金額を差し引いた額を、検診当日、医療機関で支払ってください。
自己負担額 ＝ 検診費用（＋オプション分の料金） － 市の補助金額

補助金の
交付は、
１年度に
１回まで

人間ドック（脳ドック）検診日に、国民健康保険ま
たは後期高齢者医療制度の加入資格がない場合や、
検診後に検診日以前にさかのぼって資格を喪失し
た場合は、補助金を返還してもらいます。

人間ドックを受ける人は、特定健診や後期高齢者
健診は受診できません。重複して受診した場合は、
人間ドック補助金を返還してもらいます。

人間ドックを受けない人・脳ドックしか受けない人は、
特定健康診査や後期高齢者健康診査と各種がん検診を
受けてください。検査項目はほぼ同じです。同じ日に
全ての検査を受けられるわけではありませんが、自己
負担額が少なく済むなどのメリットがあります。

人間ドックを受けない人は
特定健診・がん検診を受けましょう！

●人間ドック＝40歳以上の人
●脳ドック＝年齢が表１または表２に該当する人
　※年齢は平成32年３月31日時点
●�後期高齢者医療制度に加入している場合、保険料を

完納している人

表２　脳ドック対象年齢（後期高齢者医療制度）
年齢 該当する生年月日
65歳 昭和29年４月１日～昭和30年３月31日
70歳 昭和24年４月１日～昭和25年３月31日
75歳 昭和19年４月１日～昭和20年３月31日
80歳 昭和14年４月１日～昭和15年３月31日
85歳 昭和 ９年４月１日～昭和10年３月31日
90歳 昭和 ４年４月１日～昭和 ５年３月31日

【注意してください！】
国民健康保険加入者で75歳になる人と、後期高
齢者医療制度加入者は、「１泊２日人間ドック」・

「脳ドック」の申し込みはできません。	

表１　脳ドック対象年齢（国民健康保険）
年齢 該当する生年月日
40歳 昭和54年４月１日～昭和55年３月31日
45歳 昭和49年４月１日～昭和50年３月31日
50歳 昭和44年４月１日～昭和45年３月31日
55歳 昭和39年４月１日～昭和40年３月31日
60歳 昭和34年４月１日～昭和35年３月31日
65歳 昭和29年４月１日～昭和30年３月31日
70歳 昭和24年４月１日～昭和25年３月31日

75歳
昭和19年４月１日～昭和20年３月31日
　�※「１日人間ドックと脳ドック」の受診とな

ります

補助金申請時および検診当日に、
本市の国民健康保険または後期高
齢者医療制度に加入し、被保険者
証が発行されている、右の条件に
該当する人。

注意１

注意２

１ 検診日を予約
（医療機関で）

２ 補助金の申請
（市役所・各支所で）

３「補助金交付決定
通知書」の交付

４ 検診を受ける
（医療機関で）

指定医療機関

検査項目

検診費用・
市の補助金額

用意する物

申請受け付け

予
約
か
ら
受
診
ま
で
の
流
れ
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パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続

　
第
２
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画（
案
）に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
意

見
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
意
見
の
提
出
方
法
】

　
所
定
の
様
式
に
住
所
、
氏
名
、

意
見
と
そ
の
理
由
を
記
入
の
上
、

直
接
ま
た
は
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・

メ
ー
ル
で
企
画
調
整
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
資
料
と
様
式
は
、
企
画
調
整
課・

市
民
情
報
コ
ー
ナ
ー（
市
役
所
・

各
支
所
）に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す

期
間
　
４
月
２
日（
火
）か
ら
５
月

７
日（
火
）ま
で（
必
着
）

対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人

●
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・
在

学
の
人

●
市
内
に
事
務
所
・
事
業
所
が
あ

る
個
人
・
法
人
・
団
体

●
本
市
に
納
税
義
務
が
あ
る
人

●
こ
の
基
本
計
画（
案
）に
利
害
関

係
が
あ
る
人

総
合
計
画
審
議
会
の
委
員
を

募
集
し
ま
す

　
第
２
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画（
案
）に
つ
い
て
審
議
す
る
、
総

合
計
画
審
議
会
の
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

委
嘱
期
間　
委
嘱
を
し
た
日
か
ら

市
長
に
答
申
す
る
ま
で

※
審
議
会
は
、
５
月
下
旬
か
ら
10

月
下
旬
ま
で
の
平
日
の
昼
間
に
月

１
回
程
度
開
催
し
、
全
５
回
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
報
酬
は
市
の
条

例
に
よ
り
ま
す

対
象
　
市
内
に
１
年
以
上
在
住
し

て
い
る
20
歳
以
上
の
人

定
員
　
４
人

申
し
込
み
　
所
定
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
ま
た

は
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
で

企
画
調
整
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
応
募
理
由
欄
に
は
、「
伊
勢

崎
市
の
め
ざ
す
都
市
の
姿
」を
テ

ー
マ
に
２
０
０
字
程
度
で
記
入
し

て
く
だ
さ
い

※
申
込
書
は
、
企
画
調
整
課
・
市

民
情
報
コ
ー
ナ
ー（
市
役
所
・
各

支
所
）に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で

き
ま
す

※
応
募
の
内
容
を
基
に
選
考
し
、

結
果
は
書
面
で
応
募
者
全
員
に
通

知
し
ま
す

締
切
日　
４
月
22
日（
月
）（
必
着
）

宛
先

　
〒
３
７
２
ー
８
５
０
１　
（
住

所
不
要
）　
市
役
所
企
画
調
整
課
、 

（23）
９
８
０
０
、kikaku@

city. 
isesaki.lg.jp

【
児
童
手
当
】

対
象
　
中
学
校
３
年
生（
15
歳
に

な
っ
て
最
初
の
３
月
）ま
で
の
児

童
の
保
護
者

支
給
月
額

●
３
歳
未
満
の
児
童
＝
１
万
５
０ 

０
０
円

●
３
歳
以
上
の
児
童
＝
第
１
子
・

第
２
子
は
１
万
円
、
第
３
子
以
降

は
１
万
５
０
０
０
円

●
中
学
生
＝
１
万
円

※
所
得
制
限
を
超
え
る
場
合
は
一

律
５
０
０
０
円

【
ひ
と
り
親
家
庭
等
福
祉
手
当
】

対
象
　
母
子
・
父
子
家
庭
の
保
護

者
、
父
母
の
い
な
い
児
童
の
養
育

者※
対
象
児
童
は
小
・
中
学
生

支
給
月
額　
児
童
１
人
当
た
り
２ 

０
０
０
円

【
児
童
扶
養
手
当
】

対
象
　
母
子
・
父
子
家
庭
の
保
護

者
、
父
母
の
い
な
い
児
童
の
養
育

者※
対
象
児
童
が
18
歳
に
な
っ
て
最

期
日
　
５
月
21
日（
火
）

時
間
　
午
前
８
時
40
分
市
役
所
集

合※
午
後
３
時
15
分
解
散
予
定

見
学
コ
ー
ス　
市
役
所
出
発
→
清

掃
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
21
→
第

二
学
校
給
食
調
理
場（
給
食
の
試

食
）→
消
防
本
部
庁
舎
・
訓
練
塔

→
市
役
所
解
散

※
市
有
バ
ス
を
使
用
し
ま
す

対
象
　
市
内
に
在
住
の
人

定
員
　
28
人（
抽
選
）

参
加
料
　
無
料

申
し
込
み
　
住
所
・
氏
名（
ふ
り

初
の
３
月
ま
で

支
給
月
額　
所
得
に
応
じ
て
１
万 

１
２
０
円
～
４
万
２
９
１
０
円

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

対
象
　
心
身
に
障
害
が
あ
る
児
童

（
20
歳
未
満
）の
保
護
者

支
給
月
額　
１
級
＝
５
万
２
２
０ 

０
円
、
２
級
＝
３
万
４
７
７
０
円

※
児
童
の
障
害
の
状
態
に
よ
っ
て

等
級
が
異
な
り
ま
す
。
ま
た
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す

【
交
通
遺
児
等
福
祉
手
当
】

対
象
　
交
通
遺
児（
中
学
生
以
下
）

お
よ
び
心
身
に
障
害
が
あ
る
児
童

（
20
歳
未
満
）の
保
護
者

支
給
月
額　
児
童
１
人
当
た
り
２ 

０
０
０
円

が
な
）・
生
年
月
日
・
性
別
・
電

話
番
号
を
記
入
の
上
、
郵
送
・
フ

ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
で
広
報
課
へ

※
１
通
の
応
募
で
２
人
分
ま
で
申

し
込
み
で
き
ま
す
。
２
人
で
の
参

加
の
場
合
、
２
人
の
住
所
な
ど
を

そ
れ
ぞ
れ
記
入
し
て
く
だ
さ
い

宛
先
　
〒
３
７
２
ー
８
５
０
１　

（
住
所
不
要
）　
市
役
所
広
報
課「
市 

民
施
設
見
学
会
」係
、

（23）
９
８
０ 

０
、

kouhou@
city.isesaki.

lg.jp締
切
日　
４
月
19
日（
金
）

※
当
日
消
印
有
効

市政懇談会を開催します ～皆さんの意見を聞かせてください～

　市内５カ所の会場で市政懇談会を開催します。
　本年度の予算や重点事業などについて、市長が説
明します。市民の皆さんとの対話と協調によるまち 
づくりを進めるため、皆さんが日頃から感じている、
市政に対する意見や要望などを聞かせてください。
問い合わせ　企画調整課（☎27−2707）

期日　４月18日（木）
時間　午後６時～７時
会場　赤堀公民館

期日　４月26日（金）
時間　午後６時～７時
会場　絣の郷（円形交流館）

期日　５月13日（月）
時間　午後６時～７時
会場　市民プラザ

期日　５月16日（木）
時間　午後６時～７時
会場　あずま公民館

期日　５月20日（月）
時間　午後６時～７時
会場　境総合文化センター

市
民
施
設
見
学
会
の
参
加
者
募
集

子
育
て
世
帯
へ
の
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
市
政
の
状
況
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
市
民
施
設
見

学
会
を
開
催
し
ま
す
。
市
の
施
設
を
見
学
し
、
各
施
設
の
説
明
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
市
政
へ
の
理
解
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
　
広
報
課（
☎

（27）
２
７
１
１
）

　
市
で
は
、
子
育
て
世
帯
を
対
象
に
、
次
の
よ
う
な
手
当
を
支
給
し
て
い

ま
す
。
受
給
の
た
め
の
申
請
方
法
や
条
件
な
ど
、
詳
し
く
は
子
育
て
支
援

課
・
各
支
所
住
民
福
祉
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
支
援
課（
☎

（27）
２
７
５
０
）

▲職員が施設の解説をします

▲給食ができる様子を見学

▲消防職員の訓練の様子を見学

第
２
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
策
定
の
た
め
の

市
民
参
加
手
続
を
行
い
ま
す

　
本
市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
で
あ
る
第
２
次
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
幅
広
い
意
見
を
計
画

に
反
映
し
て
い
く
た
め
、
市
民
参
加
手
続
で
あ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

手
続
と
総
合
計
画
審
議
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
企
画
調
整
課（
☎

（27）
２
７
０
７
）
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犬
の
飼
い
主
に
は
、
年
１
回
、

４
月
か
ら
６
月
ま
で
に
、
飼
い
犬

に
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
集
合
注
射
を
下
表
の
と
お
り

行
い
ま
す
の
で
、
必
ず
時
間
内
に

来
場
し
て
く
だ
さ
い
。
ど
の
会
場

で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
登
録
済
み
の
犬
の
飼
い
主
に
は

「
狂
犬
病
予
防
注
射
の
お
知
ら
せ
」

の
は
が
き
を
郵
送
し
ま
す
。
当
日

忘
れ
ず
に
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

　
注
射
の
際
は
、
飼
い
主
が
犬
を

押
さ
え
て
く
だ
さ
い
。

※
動
物
病
院
な
ど
で
受
け
る
こ
と

も
で
き
ま
す
が
、
別
途
診
察
料
な

ど
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す

対
象
　
生
後
91
日
以
上
の
犬

※
健
康
で
な
い
犬
は
集
合
注
射
の

会
場
で
は
注
射
で
き
ま
せ
ん
。
動

物
病
院
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

料
金

●
登
録
済
み
の
犬
＝
１
頭
に
つ
き

３
４
０
０
円

●
登
録
が
済
ん
で
い
な
い
犬
＝
１

頭
に
つ
き
６
４
０
０
円

※
登
録
料
３
０
０
０
円
を
含
み
ま

す問
い
合
わ
せ
　
環
境
保
全
課（
☎

（27）
２
７
３
３
）

補
助
の
内
容

申
請
で
き
る
人　
次
の
条
件
を
全

て
満
た
す
人

●
本
年
度
内
に
市
内
で
創
業
す
る

人●
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

●
伊
勢
崎
市
創
業
支
援
事
業
計
画

に
基
づ
く
特
定
創
業
支
援
事
業
の

支
援
を
受
け
た
人

※
特
定
創
業
支
援
事
業
と
は
、
創

業
希
望
者
に
対
し
て
、
創
業
に
必

要
な「
経
営
」「
財
務
」「
人
材
育
成
」

「
販
路
開
拓
」の
知
識
を
提
供
す
る

事
業
で
す
。
会
社
設
立
時
の
登
録

免
許
税
の
軽
減
措
置
が
受
け
ら
れ

る
な
ど
の
利
点
が
あ
り
ま
す

●
個
人
が
事
業
を
開
始
す
る
場
合

は
、
創
業
時
に
市
内
に
住
所
が
あ

る
人
。
新
た
に
設
立
す
る
会
社
が

事
業
を
開
始
す
る
場
合
は
、
主
た

る
事
業
所
を
市
内
に
設
置
す
る
人

●
法
令
な
ど
に
基
づ
く
開
業
に
必

要
な
資
格
や
許
認
可
を
既
に
取
得

し
て
い
る
か
、
取
得
す
る
こ
と
が

確
実
と
見
込
ま
れ
て
い
る
人

●
交
付
申
請
時
に
、
事
業
を
営
ん

で
お
ら
ず
、
ほ
か
の
法
人
の
代
表

や
役
員
で
な
い
人

●
３
年
以
上
継
続
し
て
事
業
を
行

う
意
欲
が
あ
り
、
原
則
週
30
時
間

以
上
営
業
を
行
う
人

●
事
業
所
設
置
を
商
工
会
議
所
・

商
工
会
・
近
隣
商
店
街
な
ど
へ
情

報
提
供
す
る
こ
と
に
同
意
す
る
人

●
伊
勢
崎
市
暴
力
団
排
除
条
例
第

２
条
第
３
号
と
第
４
号
の
規
定
に

該
当
し
な
い
人

●
過
去
に
こ
の
補
助
金
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
人

対
象
と
な
る
経
費

●
事
業
所
改
装
費
＝
店
舗
・
事
業

所
の
開
設
に
必
要
な
工
事
費

●
備
品
購
入
費
＝
事
業
を
始
め
る

の
に
必
要
な
備
品
の
購
入
費

●
販
売
促
進
経
費
＝
販
路
開
拓
の

た
め
の
広
告
宣
伝
費
な
ど

※
補
助
金
の
交
付
決
定
前
に
着
手

し
た
経
費
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

※
経
費
の
最
低
金
額
、
市
内
の
事

業
者
に
発
注
す
る
こ
と
な
ど
の
条

件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

補
助
金
額　
対
象
経
費
の
２
分
の

１
以
内

※
上
限
額
１
０
０
万
円
で
、
千
円

未
満
は
切
り
捨
て
で
す

対
象
と
な
ら
な
い
事
業　
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
業

●
市
中
小
企
業
活
性
化
資
金
の
対

象
と
な
ら
な
い
業
種
の
事
業

●
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務

の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
第
２

条
の
第
６
項
か
ら
第
10
項
ま
で
に

該
当
す
る
事
業

●
ほ
か
の
人
が
行
っ
て
い
た
事
業

を
承
継
し
て
営
む
事
業

●
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
や
そ
れ

に
類
す
る
契
約
に
基
づ
く
事
業

●
会
社
法
第
２
条
第
３
号
の
２
に

規
定
す
る
子
会
社
な
ど
が
行
う
事

業補
助
金
申
請
の
受
け
付
け

期
間
　
６
月
28
日（
金
）ま
で

※
受
付
期
間
内
で
あ
っ
て
も
、
交

付
決
定
額
が
予
算
額
に
達
し
た
場

合
は
そ
の
時
点
で
受
け
付
け
終
了

で
す

申
し
込
み
　
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
必
要
書
類
を
添
え

て
直
接
商
工
労
働
課
へ

※
申
請
書
は
商
工
労
働
課
に
あ
り

ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。
必
要

書
類
な
ど
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

期
間
　
４
月
13
日（
土
）か
ら
６
月

９
日（
日
）ま
で

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。
た
だ
し
、

４
月
29
日（
祝
）・
５
月
６
日（
月
）

は
開
館
し
、
４
月
30
日（
火
）・
５

月
１
日（
祝
）・
７
日（
火
）は
休
館

で
す

時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時　

会
場
　
伊
勢
崎
駅
前
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

※
車
で
来
場
の
際
は
、
ベ
イ
シ
ア

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
伊
勢
崎
駅

前
店
の
駐
車
場
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。
90
分
ま
で
無
料
で
す

入
場
料　
無
料

【
伊
勢
崎
駅
周
辺
の
歩
み
を
振
り

返
る
写
真
展
】

●
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ 

ー
な
ど
の
ま
ち
な
か
の
賑に

ぎ

わ
い（
平 

成
30
年
４
月
か
ら
平
成
31
年
３
月

ま
で
）

●
伊
勢
崎
駅
周
辺
の
整
備
に
よ
る

風
景
の
移
り
変
わ
り

問
い
合
わ
せ
　
都
市
開
発
課
ま
た

は
伊
勢
崎
駅
前
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー（
☎

（61）
８
０
０
８
）

【
史
跡
上
野
国
佐
位
郡
正
倉
跡
八

角
形
倉
庫
模
型
展
示
】

　
上
植
木
本
町
に
あ
る
国
指
定
史

跡「
上
野
国
佐
位
郡
正
倉
跡
」で
発

見
さ
れ
た
、
全
国
で
唯
一
の
建
物

で
あ
る
八
角
形
倉
庫
の
模
型（
20

分
の
１
サ
イ
ズ
）を
展
示
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
文
化
財
保
護
課（
☎ 

（75）
６
６
７
２
）

創
業
す
る
人
を
応
援 

創
業
促
進
サ
ポ
ー
ト
補
助
金

　
新
た
に
市
内
で
創
業
す
る
人
を
対
象
に
、
創
業
の
際
に
必
要
な
経
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。
創
業
予
定
の
人
は
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
商
工
労
働
課（
☎

（27）
２
７
５
４
）

伊
勢
崎
駅
前
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
企
画
展
を
開
催
し
ま
す

　
伊
勢
崎
駅
前
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
昨
年
度
に
開
催

さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
や
伊
勢
崎
駅
周
辺
の
整
備
に
よ
り
、
移
り
変
わ
る
風
景

な
ど
を
写
真
で
振
り
返
り
ま
す
。
史
跡
上こ

う
ず
け
の
く
に

野
国
佐さ

位い

郡ぐ
ん

正し
ょ
う

倉そ
う

跡あ
と

八
角
形
倉

庫
模
型
も
展
示
し
ま
す
。
皆
さ
ん
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
都
市
開
発
課（
☎

（21）
７
４
９
０
）

来場記念品を
プレゼント

　４月27日（土）から５月６日（月）ま
での期間中、企画展に来場した人に、
田島弥平旧宅ＰＲキャラクター「く 
わまる」グッズなどを１つ差し上げ
ます。

犬
の
登
録
と
狂
犬
病

予
防
注
射（
春
期
）

期日 会場 時間

４月１８日（木）
間野谷町公民館 午後１時30分～１時50分
曲沢町公民館 午後２時20分～２時40分

４月１９日（金）

下諏訪區公民館 午前10時～10時40分
今井町住民センター 午前11時20分～正午
韮塚町住民センター 午後１時30分～１時50分
上之宮町区会議所 午後２時20分～２時40分
市場町一丁目区民センター 午前９時30分～９時50分
西久保町二丁目公民館 午前10時20分～10時40分
西久保町三丁目公民館 午前11時10分～11時30分
市場町二丁目区民センター 午後１時～１時20分
堀下会議所 午後１時50分～２時10分
五目牛転作促進研修施設 午後２時40分～３時

４月２１日（日）
殖蓮公民館 午前10時～正午
赤堀支所 午前10時～正午

５月 ８日（水）

豊城町区民会館 午前９時40分～10時20分
上諏訪町会館 午前10時50分～11時30分
昭和町公民館 午後１時～１時20分
太田本郷公民館 午後１時50分～２時10分
つくし会館 午後２時40分～３時
東国定会議所 午前10時～10時40分
向原会議所 午前11時10分～11時30分
東町会議所 午後１時～１時20分
小泉区会議所 午後１時50分～２時10分
平井区会議所 午後２時40分～３時

５月 ９日（木）

本関町公民館 午前10時～10時40分
鍛冶原公民館（ふるさと会館） 午前11時10分～11時30分
三郷公民館 午後１時～３時
西国定上区会議所 午前10時～10時20分
田部井上区会議所 午前10時50分～11時30分
田部井下区民センター 午後１時～１時20分
西小保方町会議所 午後１時50分～２時10分
上田町会議所 午後２時40分～３時

５月１０日（金）

新町コミュニティセンター 午前９時30分～９時50分
下区区民センター 午前10時20分～10時40分
下代会議所 午前11時10分～11時30分
下谷区住民センター 午後１時～１時20分
伊勢崎市三室町集会所 午後１時50分～２時10分
八寸コミュニティーセンター 午後２時40分～３時

５月１２日（日）
宮郷公民館 午前10時～正午
あずま支所 午前10時～正午

５月１９日（日） 市役所本庁 午前９時～正午

※犬のふんは飼い主が責任をもって持ち帰ってください
※駐車場が少ない会場があります。徒歩による来場にご協
力ください

犬の登録・狂犬病予防注射日程表（春期）
期日 会場 時間

４月１０日（水）

宮子町ふれあいセンター 午前10時～11時
連取本町区会議所 午前11時30分～11時50分
連取元町区会議所 午後１時20分～１時40分
新栄町会議所 午後２時10分～２時30分
百々東会議所 午前10時～10時20分
境ストックヤード（旧境町清
掃センター（境女塚）） 午前10時50分～11時30分

境東公民館 午後１時～１時40分
境島村公民館 午後２時20分～２時40分

４月１１日（木）

除ケ町公民館 午前10時～11時30分
八斗島町会館 午後１時～１時40分
長沼町農業集落センター 午後２時10分～２時50分
境保泉一丁目集会所 午前９時40分～10時20分
境剛志公民館 午前10時50分～11時30分
小此木公民館 午後１時～１時20分
西島前河原住民センター 午後１時50分～２時10分
中島公民館 午後２時40分～３時

４月１２日（金）

羽黒町集会所 午前10時～10時20分
隣保館 午前10時50分～11時10分
地域資源総合管理施設（山王町公民館） 午前11時40分～午後０時20分
下道寺町公民館 午後１時50分～２時10分
下蓮町会館 午後２時40分～３時
東新井会議所 午前９時40分～10時
上渕名会議所 午前10時30分～10時50分
下渕名七区会議所 午前11時20分～11時40分
境采女公民館 午後１時10分～２時10分
上矢島コミュニティーセンター 午後２時40分～３時

４月１４日（日）
茂呂公民館 午前10時～正午
境支所 午前10時～正午

４月１７日（水）

名和公民館 午前10時～11時30分
豊受公民館 午後１時～２時30分
西野住民センター 午前10時～10時20分
野町区公民館 午前10時50分～11時10分
赤堀今井町二丁目区区民センター 午前11時40分～正午
赤堀今井町一丁目区民センター 午後１時30分～１時50分
下触集落センター 午後２時20分～３時

４月１８日（木）

西組公民館 午前10時～10時20分
喜多町公民館 午前10時50分～11時10分
宗高町区民会館 午前11時40分～正午
緑町会館 午後１時30分～１時50分
曲輪町三区公民館 午後２時20分～２時40分
香林町二丁目会議所 午前10時～10時20分
香林町一丁目公民館 午前10時50分～11時10分
赤堀鹿島区公民館 午前11時40分～正午
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新
潟
県
長
岡
市
寺
泊
地
域
に
あ

る
臨
海
学
校
は
、
一
部
の
期
間
を

除
き
、
対
象
の
人
は
誰
で
も
利
用

で
き
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
に
16
人
定
員
の
宿

泊
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
、
ト

イ
レ
も
洋
式
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

ま
し
た
。
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

※
入
浴
は
で
き
ま
す
が
、
食
事
の

提
供
は
あ
り
ま
せ
ん

期
間

●
５
月
１
日（
祝
）か
ら
６
月
23
日

（
日
）ま
で

●
８
月
12
日（
月
）か
ら
10
月
31
日

（
木
）ま
で

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
人

宿
泊
料（
１
人
１
泊
）

●
一
般
＝
１
０
８
０
円

●
中
・
高
校
生
＝
７
５
０
円

●
小
学
生
＝
５
３
０
円

●
未
就
学
児
＝
無
料

※
消
費
税
率
改
定
後
の
宿
泊
料
は
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
４
月

15
日（
月
）午
前
９
時
か
ら
電
話
で

教
育
施
設
課（
☎

（27）
２
７
９
５
）

※
利
用
者
の
都
合
に
よ
る
キ
ャ
ン

セ
ル
は
返
金
で
き
ま
せ
ん

臨
海
学
校
が
利
用
で

き
ま
す

　
こ
れ
ま
で
年
４
回
実
施
し
て
い

た
市
営
住
宅
入
居
者
の
定
期
募
集

に
加
え
、
一
部
の
市
営
住
宅
を
対

象
に
４
月
８
日（
月
）か
ら
随
時
募

集
を
開
始
し
ま
す
。

　
入
居
に
は
市
税
の
滞
納
が
な
い

こ
と
、
所
得
制
限
な
ど
の
条
件
が

あ
り
ま
す
。
申
し
込
み
の
前
に
住

宅
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

詳
細
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
31
年
度
の
定
期
募
集
は
、

５
月
・
８
月
・
11
月
・
平
成
32
年

２
月
に
予
定
し
て
い
ま
す

募
集
す
る
市
営
住
宅　
山
王
住
宅・

　
自
宅
な
ど
に
合
併
処
理
浄
化
槽

を
設
置
す
る
人
に
対
し
て
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。
設
置
工
事
と
併

せ
て
単
独
処
理
浄
化
槽
や
く
み
取

り
槽
を
適
正
に
撤
去
す
る
場
合
や
、

単
独
処
理
浄
化
槽
を
雨
水
貯
留
槽

に
改
修
し
て
利
用
す
る
場
合
に
は
、

県
の
浄
化
槽
エ
コ
補
助
金
な
ど
が

上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。
金
額
は
下
表

の
と
お
り
で
す
。
申
請
方
法
な
ど

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ　
下
水
道
管
理
課（☎

（27）
２
７
７
５
）

羽
黒
住
宅
・
境
熊
野
前
住
宅

※
募
集
の
状
況
な
ど
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

※
ス
ロ
ー
プ
付
き
の
部
屋
も
あ
り

ま
す

対
象
世
帯　
一
般
世
帯
、
単
身
者

世
帯

【
対
象
世
帯
の
説
明
】

●
一
般
世
帯
＝
２
人
以
上
の
世
帯

●
単
身
者
世
帯
＝
満
60
歳
以
上
の

人
な
ど
の
１
人
世
帯

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
４
月

８
日（
月
）か
ら
直
接
住
宅
課（
☎

（27）
２
７
６
４
）

市
営
住
宅 

入
居
者
の
随
時
募
集
を
開
始

合
併
浄
化
槽
の
設
置
費
用
を
補
助
し
ま
す

対
象
と
な
る
事
業　
次
の
全
て
の

条
件
を
満
た
す
事
業

●
交
付
決
定
日
か
ら
平
成
32
年
３

月
31
日
ま
で
に
実
施
す
る
も
の

●
主
に
市
内
で
実
施
す
る
も
の

●
市
内
の
地
域
資
源
を
活
用
し
て
、

結
婚
を
前
提
と
し
た
健
全
な
出
会

い
の
場
を
創
出
す
る
も
の
や
結
婚

に
対
す
る
意
識
向
上
を
図
る
も
の

●
20
歳
以
上
の
独
身
の
男
女
を
対

象
と
し
て
公
募
し
、
お
お
む
ね
男

女
各
10
人
以
上
の
参
加
を
見
込
む

も
の

●
参
加
者
か
ら
参
加
費
を
徴
収
す

る
場
合
は
、
参
加
費
が
適
正
な
水

準
に
設
定
さ
れ
て
い
る
も
の

●
公
序
良
俗
に
反
し
、
ま
た
は
社

会
通
念
上
不
適
当
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
内
容
を
含
ま
な
い
も
の

●
ほ
か
の
制
度
に
よ
る
委
託
や
助

成
な
ど
を
受
け
て
い
な
い
も
の

●
補
助
金
交
付
決
定
時
に
お
い
て

事
業
に
着
手
し
て
い
な
い
も
の

●
政
治
活
動
や
宗
教
活
動
、
営
利

を
目
的
と
し
て
い
な
い
も
の

対
象
と
な
る
団
体　
次
の
全
て
の

条
件
を
満
た
す
団
体

●
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・
在

学
の
３
人
以
上
で
構
成
さ
れ
て
い

る●
行
政
が
当
該
団
体
の
事
務
局
に

参
加
し
て
い
な
い

●
市
内
に
事
務
所
が
あ
り
、
主
に

市
内
で
活
動
し
て
い
る

●
組
織
や
運
営
に
関
す
る
規
約
な

ど
に
基
づ
い
て
活
動
し
て
い
る

●
特
定
の
政
党
の
利
益
に
つ
な
が

る
事
業
や
特
定
の
宗
教
を
布
教
ま

た
は
支
持
す
る
事
業
を
行
わ
な
い

対
象
と
な
る
経
費　
イ
ベ
ン
ト
な

ど
の
実
施
に
か
か
る
経
費

※
参
加
者
の
飲
食
に
か
か
る
経
費

は
３
分
の
１
が
補
助
の
上
限
で
す

補
助
金
額　
１
事
業
に
つ
き
10
万

円
を
上
限
に
、
補
助
対
象
経
費
か

ら
参
加
費
を
控
除
し
た
額

※
１
団
体
当
た
り
の
補
助
金
額
の

上
限
は
20
万
円
で
す

※
補
助
金
の
総
額
は
50
万
円
で
す

申
し
込
み　
所
定
の
企
画
提
案
書

を
作
成
の
上
、
５
月
31
日（
金
）ま

で
に
直
接
企
画
調
整
課
へ

※
企
画
提
案
書
の
様
式
や
補
助
金

交
付
に
つ
い
て
の
詳
し
い
資
料
は
、

企
画
調
整
課
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
で
き
ま
す

※
提
出
さ
れ
た
企
画
提
案
書
を
基

に
審
査
を
行
い
ま
す
。
結
果
は
後

日
通
知
し
ま
す

「
婚
活
」イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施
す
る
団
体
に
補
助
金
を
交
付

　
結
婚
を
前
提
と
し
た
健
全
な
出
会
い
の
場
を
創
出
す
る
事
業
や
、
結
婚

に
対
す
る
意
識
向
上
な
ど
を
図
る
事
業（
婚
活
支
援
事
業
）に
対
し
て
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。
事
業
実
施
団
体
に
よ
る
企
画
を
募
集
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
企
画
調
整
課（
☎
（27）
２
７
０
７
）

会
社
な
ど
を
退
職
し
た
と
き
は

　
会
社
な
ど
を
退
職
し
て
社
会
保

険
の
資
格
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、

ほ
か
の
社
会
保
険
な
ど
に
加
入
す

る
場
合
を
除
き
、
国
保
に
加
入
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
次
の
い
ず

れ
に
も
該
当
し
な
い
人
は
、
国
民

健
康
保
険
課
・
各
支
所
住
民
福
祉

課
で
、
必
ず
国
保
に
加
入
す
る
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
今
ま
で
の
勤
務
先
の
社
会
保
険

を
継
続（
任
意
継
続
）す
る

●
再
就
職
先
の
社
会
保
険
や
、
家

族
の
社
会
保
険（
扶
養
）に
加
入
す

る用
意
す
る
物　
社
会
保
険
離
脱
証 

明
書
、
印
鑑（
朱
肉
を
使
う
物
）、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
個
人
番

号
カ
ー
ド
）ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
、

本
人
確
認
が
で
き
る
物（
運
転
免

許
証
な
ど
）

　
　
　
　
＊　
　
　
＊　
　
　
　

　
国
保
の
加
入
日
は
、
社
会
保
険

の
資
格
が
な
く
な
っ
た
日
で
す
。

加
入
の
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
税

（
国
保
税
）が
課
税
さ
れ
ま
す
。
加

入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
一
度

に
多
額
の
国
保
税
の
支
払
い
が
生

じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
が

就
職
し
た
と
き
は

　　
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
が
、

会
社
な
ど
に
勤
め
て
社
会
保
険
に

加
入
し
た
と
き
や
、
家
族
が
加
入

し
て
い
る
社
会
保
険
の
扶
養
家
族

に
な
っ
た
と
き
は
、
国
保
を
脱
退

す
る
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
手
続
き
を
し
な
い
ま
ま
で
い
る

と
国
保
税
が
引
き
続
き
課
税
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

用
意
す
る
物　
対
象
者
全
員
分
の

社
会
保
険
の
保
険
証
、
国
保
の
保 

険
証
、
印
鑑（
朱
肉
を
使
う
物
）、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通

知
カ
ー
ド
、
本
人
確
認
が
で
き
る

物（
運
転
免
許
証
な
ど
）

退
職
・
就
職
し
た
と
き
は

国
民
健
康
保
険
の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

　
退
職
し
て
職
場
の
健
康
保
険（
社
会
保
険
）を
脱
退
し
、
市
の
国
民
健
康

保
険（
国
保
）に
加
入
す
る
と
き
や
、
就
職
し
て
国
保
か
ら
社
会
保
険
に
替

わ
っ
た
と
き
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　
国
民
健
康
保
険
課（
☎
（27）
２
７
３
５
）

病後児保育をご利用ください

実施施設　右表のとおり
利用できる日　月曜日から金曜日まで
　�※祝日、年末年始、実施施設の行事などの日は除き
　ます
利�用時間　午前８時から午後６時までの間で８時間以
内

対�象　市内に在住で、保育所、幼稚園、認定こども園
などに通う生後10カ月から就学前までの子ども

定員　１施設につき１日当たり２人
利用料　無料
　※食事代が別途必要です
申�し込み　こども保育課または利用を希望する施設で
事前に利用者登録し、利用を希望する日の前日まで
に施設に電話連絡の上、申請書に医師が発行した診

療情報提供書を添えて各施設へ
　�※申請書はこども保育課、実施施設にあります。市
ホームページからダウンロードもできます

観光資源
名所・旧跡、歴史
的資産、自然など
の文化財、公共施
設など

産業体験
農作物などの育成
や収穫、地元産品
による料理体験な
どの地元産業体験

スポーツ交流
サイクリング、ウ
オーキング、各種
スポーツ観戦など
のスポーツ交流
そのほか参加者が本市の魅力を感じ
ることができるもの

事業で活用する地域資源の例

　子どもが急性疾患の回復期にあり、保育所や幼稚園に預けることが困難で、保護者
が仕事の都合などで家庭での育児ができない場合に、子どもを一時的に預かります。
問い合わせ　こども保育課（☎27－2751）

実施施設一覧
施設名 住所 電話番号

境いよく保育所 境伊与久519 76−1636
白ばら保育園 戸谷塚町98−1 32−1400
ゆたか保育園 馬見塚町1196−1 32−3691
しいの実保育園 山王町625−1 40−3373
三郷こども園 波志江町2381−7 23−6122
太陽保育園 堀口町643−1 32−3370
青空保育園 東小保方町3813−1 40−9333
すみれこども園 境上武士983−3 74−5700

平成31年度 補助金の交付額
設置する
浄化槽の
規模 

区分

設置補助 転換撤去
等補助

建替等
転換補助

５人槽 15万円 45万円 25万円

７人槽 18万円 48万円 28万円

10人槽 21万円 51万円 31万円
※公共下水道などが利用できる区域は補助の対象
外です
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　３月２日、「いせさき銘仙の日」に合わせて赤石楽舎などで伊勢崎銘仙をPRする
さまざまなイベントが行われました。伊勢崎神社ではアンティーク銘仙市や伊勢
崎銘仙の型紙を制作していた職人による刀刻の作品展示などが行われ、多くの人
でにぎわいました。赤石楽舎では銘仙ファッションショーが行われ、色鮮やかな
銘仙を着たモデルの皆さんが多彩な着こなしを披露。ことしは伊勢崎清明高校の
ダンス部によるパフォーマンスも行われ、会場は大いに盛り上がりました。

いせさき銘仙の日
いせさき銘仙の魅力あふれるイベント

　３月２日、消防本部総合演習が市役所で行われました。不特定多数の市民が集まる施設
を狙ったテロ災害発生を想定し行われた訓練には、市消防本部と市消防団、市役所、市民
病院と伊勢崎佐波医師会病院、県警察本部警備部機動隊と県伊勢崎警察署が参加。
　市庁舎に有害物質が散布された後に火炎瓶で放火、多くの負傷者が発生した想定の下、
テロ行為により発生した火災、救助や救急事象に対して消防・警察・医療機関などが訓練
を通して連携体制を確認しました。

消防本部総合演習
テロ災害発生を想定 総合演習を実施しました

消防隊員が救助をした負傷者を
災害派遣医療チームが引き継ぎ処置に掛かります 消防隊員が救出された人に対して処置の内容を説明

警察官が
犯人の身柄を確保する訓練

アンティーク銘仙市（伊勢崎神社）

数々の刀刻作品が展示（伊勢崎神社） 銘仙ファッションショーが多くの観客を魅了しました（赤石楽舎）

【
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

施
術
費
の
助
成
】

対
象　
65
歳
以
上
の
人

※
平
成
30
年
度
に
申
請
し
た
人
は

電
話
で
も
申
請
で
き
ま
す

【
マ
イ
サ
ポ
事
業 

日
常
生
活
用
具

の
給
付
】

対
象　
65
歳
以
上
の
人

給
付
品
目　
シ
ル
バ
ー
カ
ー
・
入

浴
補
助
用
具
・
電
磁
調
理
器

※
品
目
に
よ
り
対
象
が
異
な
り
ま

す【
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
利
用
料
の
助

成
】

対
象　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

●
65
歳
以
上
で
１
人
暮
ら
し
、
ま

た
は
世
帯
全
員
が
70
歳
以
上
で
あ

る●
自
動
車
を
運
転
し
な
い

●
同
一
敷
地
内
、
隣
接
地
に
自
動

車
を
運
転
す
る
子
、
子
の
配
偶
者

な
ど
が
い
な
い

※
平
成
30
年
度
に
申
請
し
た
人
は

電
話
で
も
申
請
で
き
ま
す

【
給
食
サ
ー
ビ
ス
】

対
象　
見
守
り
を
必
要
と
す
る
65

歳
以
上
の
１
人
暮
ら
し
の
人

利
用
料　
１
食
３
０
０
円（
週
２
回

ま
で
）

【
布
団
の
乾
燥
・
丸
洗
い
】

対
象　
布
団
の
手
入
れ
が
困
難
な

65
歳
以
上
の
１
人
暮
ら
し
の
人

【
緊
急
通
報
装
置
の
設
置
】

対
象　
65
歳
以
上
の
１
人
暮
ら
し

で
、
急
変
の
恐
れ
が
あ
る
慢
性
疾

患
や
障
害
な
ど
に
よ
り
日
常
生
活

に
見
守
り
を
必
要
と
す
る
人

【
特
殊
詐
欺
対
策
自
動
通
話
録
音

装
置
の
設
置
】

対
象　
75
歳
以
上
の
１
人
暮
ら
し

で
、
緊
急
通
報
装
置
を
利
用
し
て

い
な
い
人

【
介
護
用
車
両
購
入
費
の
補
助
】

　
車
い
す
仕
様
車
の
購
入
・
改
造

に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。
購
入
・
改
造
前
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

【
紙
お
む
つ
の
支
給
】

対
象　
65
歳
以
上
で
要
介
護
４
・

５
の
人
、
重
度
の
認
知
症
で
要
介

護
３
以
上
の
人

【
住
宅
改
造
費
の
補
助
】

　
60
歳
以
上
の
高
齢
者
が
住
む
住

宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
工
事
に
か
か

る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

着
工
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
訪
問
理
・
美
容
サ
ー
ビ
ス
】

対
象　
65
歳
以
上
で
要
介
護
３
以

上
の
人
、
ま
た
は
心
身
の
状
態
か

ら
理
髪
店
や
美
容
院
に
行
く
の
が

困
難
な
要
介
護
２
以
下
の
人

※
平
成
30
年
度
に
申
請
し
た
人
は

電
話
で
も
申
請
で
き
ま
す

【
ぐ
～
ち
ょ
き
シ
ニ
ア
パ
ス
ポ
ー

ト
】

　
県
内
の「
シ
ニ
ア
」協
賛
店
で
提

示
す
る
と
割
引
な
ど
が
受
け
ら
れ

る
パ
ス
ポ
ー
ト
を
配
布
し
ま
す
。

対
象　
65
歳
以
上
の
人

配
布
場
所　
高
齢
政
策
課
、
各
支

所
住
民
福
祉
課
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
宮
子
・
あ
ず
ま

高
齢
者
の
た
め
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス

　
本
市
で
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
自
立

し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
高
齢
政
策
課（
☎
（27）
２
７
５
２
）

　
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
る
人

か
ら
差
し
押
さ
え
た
６
件
の
不
動

産
を「
ヤ
フ
ー
！
官
公
庁
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
」で
公
売
し
ま
す
。

参
加
申
込
期
間　
４
月
８
日（
月
）

午
後
１
時
か
ら
23
日（
火
）午
後
11

時
ま
で

入
札
期
間　
５
月
７
日（
火
）午
後

１
時
か
ら
14
日（
火
）午
後
１
時
ま

で対
象
物
件　
左
表
の
通
り
で
す

※
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
事
前
に
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を
実
施
し
ま
す

　
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
る
人
か
ら
差
し
押
さ
え
た
不
動
産
を「
ヤ
フ�

ー
！
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」で
公
売
し
ま
す
。
参
加
申
し
込
み
や
入
札�

は「
ヤ
フ
ー
！
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（

https://
koubai.auctions.yahoo.co.jp/

）か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
収
納
課（
☎
（27）
８
８
０
４
）

彩り豊かな銘仙の着物が展示されま
した（いせさき明治館）

動画で見る
いせさきいせさき

市ホームページで動画を見られます

対象物件
所在地 地目・種類 登記上の面積

境下渕名

宅地 155.51㎡

宅地 88.86㎡

居宅 77.01㎡

富塚町
宅地 259.49㎡

居宅 73.70㎡

除ケ町

宅地 226.73㎡

居宅
１階　54.65㎡

２階　33.12㎡

東小保方町

宅地 163.22㎡

居宅
１階　48.02㎡

２階　44.71㎡

戸谷塚町
宅地 371.01㎡

居宅 82.38㎡

東本町 宅地 66.12㎡
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●伊勢崎市役所	･･･････････････････	☎0270−24−5111
●赤堀支所	･････････････････････････	☎0270−62−1151
●あずま支所	･･････････････････････	☎0270−62−1311
●境支所	･･･････････････････････････	☎0270−74−1111
開庁時間　午前８時30分〜午後５時15分

■災害情報案内（24時間）	････････	☎0180−99−2999
■救急病院等案内（24時間）	･･････	☎0270−23−1299

　健康給食課（旧健康教育課）の
事務室が市役所本館４階から、
西小保方町に新設した第一学校
調理場内に移転しました。
所�在地　西小保方町692−５
問�い合わせ　健康給食課（☎75
−２５１７）

299

あずま小学校あずま小学校

西小保方沼公園
グラウンド
ゴルフ場

西小保方沼公園
グラウンド
ゴルフ場

JR
両毛
線

北関東自動車道
北関東自動車道

す
る
新
技
術
・
新
製
品
の
開
発
の

う
ち
、
技
術
的
課
題
が
明
確
で
、

新
規
性
が
あ
り
、
事
業
化
と
市
場

性
が
見
込
ま
れ
る
も
の

補
助
金
額　
対
象
経
費
か
ら
２０
万

円
を
除
い
た
額

※
千
円
未
満
は
切
り
捨
て

※
補
助
限
度
額
は
８０
万
円（
市
・

県
合
算
額
）

申
し
込
み　
市
宛
て
・
県
宛
て
の

申
請
書
類
を
い
ず
れ
も
直
接
商
工

労
働
課
へ

※
対
象
の
事
業
・
経
費
な
ど
、
詳

し
く
は
募
集
案
内
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い

※
申
請
書
・
募
集
案
内
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。
市
と
県
で
異
な
る
様

式
が
あ
り
ま
す

co.jp

）か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

参
加
申
込
期
間　
４
月
５
日（
金
）

午
後
１
時
か
ら
２２
日（
月
）午
後
２

時
ま
で

入
札
期
間　
５
月
１４
日（
火
）午
後

１
時
か
ら
２１
日（
火
）午
後
１
時
ま

で【公
売
物
件
の
下
見
会
】

期
日　
４
月
１６
日（
火
）

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

会
場　
あ
ず
ま
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

※
下
見
会
以
外
で
公
売
物
件
を
確

認
す
る
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん

平
成
３０
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震・

東
日
本
大
震
災
・
熊
本
地
震
の
義�

援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

社
会
福
祉
課（
☎
（２７）
２
７
４
８
）

　
義
援
金
の
受
付
期
間
が
、
平
成

３０
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
は
９

月
３０
日（
月
）ま
で
、
東
日
本
大
震

災
・
熊
本
地
震
は
平
成
３２
年
３
月

３１
日（
火
）ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

募
金
箱
は
次
の
場
所
に
設
置
し
て

い
ま
す
。
引
き
続
き
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
平
成
３０
年
北
海
道
胆
振
東
部
地

震
＝
市
役
所
受
付
、
社
会
福
祉
課
、

各
支
所

●
東
日
本
大
震
災
＝
市
役
所
受
付
、

社
会
福
祉
課
、
各
支
所
、
各
公
民

館
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
宮

子
・
あ
ず
ま

●
熊
本
地
震
＝
市
役
所
受
付
、
社

会
福
祉
課
、
各
支
所
、
各
公
民
館
、

市
消
防
団　

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
更
新

消
防
本
部
総
務
課（
☎
（２５）
３
５
１
１
）

　
市
で
は
、
市
消
防
団
に
配
備
さ

れ
て
い
る
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を

順
次
最
新
鋭
の
車
両
に
更
新
し
、

地
域
防
災
力
の
強
化
・
充
実
を
図

っ
て
い
ま
す
。
平
成
３０
年
度
は
、

第
２
方
面
隊
第
６
分
団
と
第
２
方

面
隊
第
１４
分
団
の
車
両
を
更
新
し

ま
し
た
。

中
型
バ
ス
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
公
売
し
ま
す

管
財
課（
☎
（２７）
２
７
０
３
）

　
中
型
バ
ス
１
台
を「
ヤ
フ
ー
！ 

官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」で
売
却 

し
ま
す
。
参
加
申
し
込
み
や
入
札 

は「
ヤ
フ
ー
！
官
公
庁
オ
ー
ク
シ 

ョ
ン
」の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（

https 

：//koubai.auctions.yahoo. 

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
宮
子
・

あ
ず
ま
、
伊
勢
崎
駅
前
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

も
の
づ
く
り
を
行
う
中
小
企
業

に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

商
工
労
働
課（
☎
（２７）
２
７
５
４
）

　
中
小
企
業
の
新
技
術
・
新
製
品

の
開
発
を
支
援
す
る
た
め
、
県
と

連
携
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

開
発
期
間
は
、
交
付
の
決
定（
６

月
下
旬
予
定
）か
ら
平
成
３２
年
１

月
３１
日（
金
）ま
で
で
す
。

募
集
期
間　
５
月
１０
日（
金
）ま
で

対
象　
市
内
に
本
社
ま
た
は
開
発

拠
点
が
あ
る
中
小
企
業
者
、
個
人

事
業
者
、
組
合
な
ど

※
み
な
し
大
企
業
は
除
き
ま
す

対
象
事
業　
も
の
づ
く
り
に
関
係

　
市
外
の
特
別
支
援
学
校（
盲
・

ろ
う
学
校
も
含
む
）に
通
う
児
童
・

生
徒
の
保
護
者
に
、
就
学
援
助
費

を
支
給
し
ま
す
。

支
給
月
額　
３
０
０
０
円

申
し
込
み　
４
月
２５
日（
木
）か
ら

５
月
３１
日（
金
）ま
で
に
在
学
証
明

書
・
印
鑑（
朱
肉
を
使
う
物
）・
通

帳
な
ど
口
座
が
分
か
る
物（
保
護

者
名
義
の
も
の
）を
持
っ
て
障
害

福
祉
課
・
各
支
所
住
民
福
祉
課
へ

リ
サ
イ
ク
ル
自
転
車
の
販
売
を

開
始
し
ま
す

交
通
政
策
課（
☎
（２７）
２
７
３
４
）

　
市
は
、
群
馬
県
自
転
車
協
同
組

合
伊
勢
崎
支
部
と
協
定
を
締
結
し
、

放
置
自
転
車
を
整
備
し
た
リ
サ
イ

ク
ル
自
転
車
を
販
売
し
ま
す
。
購

入
時
に
、
自
転
車
を
放
置
し
な
い

な
ど
の
誓
約
書
を
交
わ
し
、
リ
サ

イ
ク
ル
自
転
車
の
目
印
と
な
る
ス

テ
ッ
カ
ー
を
貼
り
付
け
ま
す
。

　
販
売
店
な
ど
の
詳
細
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

販
売
開
始
日　
４
月
８
日（
月
）

募
集

認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

設
置
希
望
者
を
募
集
し
ま
す

高
齢
政
策
課（
☎
（２７）
２
７
５
２
）

　
本
年
度
、
市
内
で
認
知
症
高
齢 

者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム（
１
施
設
・ 

定
員
９
人
）を
設
置
す
る
法
人
を 

募
集
し
ま
す
。

申
し
込
み　
５
月
３１
日（
金
）ま
で

に
関
係
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
直
接
高
齢
政
策
課
へ

※
関
係
書
類
は
高
齢
政
策
課
に
あ

り
ま
す

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
会
員
募
集

こ
ど
も
保
育
課（
☎
（２７）
２
７
５
１
）

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
は
、
育
児
の
援
助
を
受
け

た
い
人
と
援
助
を
行
い
た
い
人
が
、

セ
ン
タ
ー
の
仲
介
に
よ
り
支
え
合

う
制
度
で
す
。
保
育
施
設
へ
の
送

迎
や
、
放
課
後
の
一
時
預
か
り
な

ど
、
保
育
施
設
で
は
対
応
し
き
れ

な
い
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、
育
児
を

支
援
し
て
い
ま
す
。
育
児
の
援
助

を
受
け
た
い
人（
利
用
会
員
）と
育

児
の
援
助
を
し
た
い
人（
援
助
会

員
）を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象　

●
利
用
会
員
＝
市
内
に
在
住
ま
た

は
在
勤
の
、
３
カ
月
以
上
１２
歳
以

下
の
子
ど
も
の
保
護
者
で
、
育
児

の
支
援
を
受
け
た
い
人

●
援
助
会
員
＝
市
内
に
在
住
で
、

育
児
の
援
助
が
で
き
る
２０
歳
以
上

の
人

※
学
生
は
除
き
ま
す

利
用
料

●
平
日
午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時

ま
で
＝
１
時
間
当
た
り
７
０
０
円

●
平
日
の
右
記
以
外
の
時
間
、
土・

日
・
祝
日
・
年
末
年
始
＝
１
時
間

当
た
り
９
０
０
円

※
ひ
と
り
親
家
庭
の
利
用
の
場
合
、

１
時
間
当
た
り
３
０
０
円（
月
３０

時
間
ま
で
）の
補
助
金
が
県
か
ら

支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
電
話

で
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー（
あ
か
い
し
こ
ど
も
園
内
、

☎
（２３）
６
４
７
１
）

国こ
く

際さ
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募ぼ

集し
ゅ
う

国こ
く

際さ
い

課か（
☎
（２７）
２
７
３
１
）

　
本ほ

ん

市し

の
国こ

く

際さ
い

交こ
う

流り
ゅ
う

や
多た

文ぶ
ん

化か

共き
ょ
う

生せ
い

を
推す

い

進し
ん

す
る
た
め
、
語ご

学が
く

・
文ぶ

ん

化か

紹し
ょ
う

介か
い

・
イ
ベ
ン
ト
運う

ん

営え
い

な
ど
の

分ぶ
ん

野や

で
協き

ょ
う

力り
ょ
く

し
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募ぼ

集し
ゅ
う

し
ま
す
。

対た
い

象し
ょ
う　
本ほ

ん

市し

の
国こ

く

際さ
い

交こ
う

流り
ゅ
う

お
よ
び

多た

文ぶ
ん

化か

共き
ょ
う

生せ
い

の
推す

い

進し
ん

に
関か

ん

心し
ん

を
持も

つ
団だ

ん

体た
い

ま
た
は
１８
歳さ

い

以い

上じ
ょ
う

の
人ひ

と

申も
う

し
込こ

み　
申も

う
し

込こ
み

書し
ょ

に
必ひ

つ

要よ
う

事じ

項こ
う

を
記き

入に
ゅ
う

の
上う

え

、
直ち

ょ
く

接せ
つ

国こ
く

際さ
い

課か

へ

※
申も

う
し

込こ
み

書し
ょ

は
市し

国こ
く

際さ
い

交こ
う

流り
ゅ
う

協き
ょ
う

会か
い

事じ

務む

局き
ょ
く（
市し

役や
く

所し
ょ

国こ
く

際さ
い

課か

内な
い

）に
あ
り

ま
す
。
市し

ま
た
は
市し

国こ
く

際さ
い

交こ
う

流り
ゅ
う

協き
ょ
う

会か
い

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
も
で
き
ま
す

島村渡船の運行を再開

　運休している島村渡船は４月13日（土）から運
行を再開します。本年度は10月中旬までの運行
を予定しています。
運行期間・時間
●�４月13日（土）から９月30日（月）まで＝午前８
時30分～午後５時
●�10月１日（火）から10月中旬まで＝午前８時30
分～午後４時30分
　※正午から午後１時までは運行していません
問い合わせ　道路維持課（☎27－2761）

お
知
ら
せ

就
学
援
助
費
の
申
請
を
忘
れ
ず
に

障
害
福
祉
課（
☎
（２７）
２
７
５
３
）

大型連休中の市役所の
業務日時を一部変更します

　４月27日（土）から5月6日（月）までの連休中、市役所
の業務は、一部、通常と異なる日時で営業します。詳しく
は本紙4月16日号でお知らせします。
　各種手続きは、余裕を持って連休前に済ませましょう。
問い合わせ　広報課（☎27−2711）

N

案内図

健康給食課の事務室が移転

    t-isesaki@sg-m.jpメール

登録の方法
携帯電話で次のメール
アドレスに空メールを
送信してください

災害・防災情報や地域
の防犯情報をメールで
配信しています。必要
な情報を確実に得られ
るよう、いせさき情報
メールに登録をしてお
きましょう。
問い合わせ　安心安全
　課（☎27－2706）

災
さい

害
がい

時
じ

外
がい

国
こく

人
じん

支
し

援
えん

ボランティア募
ぼ

集
しゅう

　震
しん

災
さい

などの大
だい

規
き

模
ぼ

な災
さい

害
がい

が発
はっ

生
せい

したとき
に、外

がい

国
こく

人
じん

の相
そう

談
だん

に応
おう

じたり必
ひつ

要
よう

な情
じょう

報
ほう

を
提
てい

供
きょう

したりして支
し

援
えん

するボランティアを募
ぼ

集
しゅう

します。
対
たい

�象
しょう

　外
がい

国
こく

語
ご

で日
にち

常
じょう

会
かい

話
わ

程
てい

度
ど

の通
つう

訳
やく

と翻
ほん

訳
やく

ができる18歳
さい

以
い

上
じょう

の人
ひと

　※高
こう

校
こう

生
せい

は除
のぞ

きます
　�※日

に

本
ほん

国
こく

籍
せき

でない人
ひと

は在
ざい

留
りゅう

資
し

格
かく

が必
ひつ

要
よう

で
す
申
もう

�し込
こ

み・問
と

い合
あ

わせ　申
もうし

込
こみ

書
しょ

に必
ひつ

要
よう

事
じ

項
こう

を記
き

入
にゅう

の上
うえ

、直
ちょく

接
せつ

国
こく

際
さい

課
か

（☎27−２７３１）
　�※申

もうし

込
こみ

書
しょ

は国
こく

際
さい

課
か

にあります。市
し

ホーム
ページからダウンロードもできます

▲最新鋭の車両で防災力を強化
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手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

障
害
者
セ
ン
タ
ー（
☎
（７５）
５
５
３
０
）

【
入
門
課
程
】

期
日　
６
月
２６
日
か
ら
平
成
３２
年

２
月
５
日
ま
で
の
水
曜
日（
全
２３

回
）

※
７
月
２４
日
・
８
月
１４
日
・
２１
日
・

９
月
２５
日
・
１０
月
２３
日
・
１１
月
２０

日
・
１２
月
１８
日
・
平
成
３２
年
１
月

１
日
・
８
日
・
２２
日
は
除
き
ま
す

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
１８
歳
以
上
の
初
心
者

定
員　
３０
人（
先
着
順
）

【
基
礎
課
程
】

期
日　
５
月
１５
日
か
ら
１２
月
４
日

ま
で
の
水
曜
日（
全
３０
回
）

※
８
月
１４
日
は
除
き
ま
す

※
期
間
中
の
日
曜
日
に
体
験
学
習

を
１
回
行
い
ま
す

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
１８
歳
以
上
で
、
入
門
課
程

を
修
了
し
た
人
ま
た
は
入
門
課
程

修
了
程
度
の
手
話
が
で
き
る
人

定
員　
２０
人（
先
着
順
）

　
　
　
　
＊　
　
　
＊

い
ず
れ
も

時
間　
午
後
７
時
～
９
時

会
場　
障
害
者
セ
ン
タ
ー

参
加
料　
３
２
４
０
円（
テ
キ
ス

ト
代
）

申
し
込
み　
４
月
９
日（
火
）か
ら

２２
日（
月
）ま
で
に
直
接
ま
た
は
電

話
で
障
害
者
セ
ン
タ
ー
へ

天
然
石
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー

教
室

南
公
民
館（
☎
（２６）
８
３
３
３
）

期
日　
４
月
１８
日（
木
）

時
間　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０

分会
場　
南
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
人

定
員　
１２
人（
先
着
順
）

内
容　
タ
ー
コ
イ
ズ
、
ス
ワ
ロ
フ

ス
キ
ー
®
ビ
ー
ズ
、
グ
ラ
ス
ビ
ー

ズ
を
使
っ
て
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
作
り

ま
す
。
ア
ク
ア
マ
リ
ン
を
使
っ
た

色
違
い
も
あ
り
ま
す

参
加
料　
１
５
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み　
４
月
８
日（
月
）午
前

９
時
か
ら
１２
日（
金
）ま
で
に
電
話

で
南
公
民
館
へ

ア
フ
タ
ー
ビ
ク
ス

茂
呂
公
民
館（
☎
（２５）
２
６
７
１
）

期
日　
５
月
１３
日
・
２０
日
・
２７
日

の
月
曜
日（
全
３
回
）

時
間

①
午
前
９
時
３０
分
～
１０
時
３０
分

②
午
前
１１
時
～
正
午

会
場　
茂
呂
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
で
、
①
は
平

成
３０
年
１０
月
か
ら
１
月
ま
で
に
生

ま
れ
た
子
ど
も
と
そ
の
母
親
、
②

は
平
成
３０
年
４
月
か
ら
平
成
３０
年

９
月
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
と

そ
の
母
親

定
員　
各
２０
組（
先
着
順
）

内
容　
赤
ち
ゃ
ん
と
ス
キ
ン
シ
ッ

プ
し
な
が
ら
、
産
後
の
機
能
回
復

と
体
質
改
善
を
目
的
と
し
た
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
を
し
ま
す

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
４
月
１６
日（
火
）か
ら

電
話
で
茂
呂
公
民
館
へ

ベ
ビ
ー
ダ
ン
ス境児

童
館
ど
ん
ぐ
り

（
☎
（７０）
２
４
１
５
）

期
日　
４
月
１６
日（
火
）

時
間　
午
前
１０
時
３０
分
～
１１
時
３０

分会
場　
境
児
童
館
ど
ん
ぐ
り

対
象　
市
内
に
在
住
の
１
歳
以
下

の
首
の
据
わ
っ
た
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者

定
員　
２２
組（
抽
選
）

内
容　
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
い
た
ま
ま

音
楽
に
合
わ
せ
て
ス
テ
ッ
プ
を
踏

む
有
酸
素
運
動
を
行
い
ま
す

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
４
月
９
日（
火
）午
前

１０
時
か
ら
１１
時
ま
で
に
直
接
境
児

童
館
ど
ん
ぐ
り
へ

期
日　
５
月
９
日
・
２３
日
・
６
月

１３
日
・
２７
日
・
７
月
１１
日
の
木
曜

日（
全
５
回
）

時
間　
午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

会
場　
赤
堀
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
の
６
カ
月
以

上
１
歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
親

定
員　
２０
組（
先
着
順
）

内
容　
お
も
ち
ゃ
と
子
育
て
、
ベ

ビ
マ
マ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、
食
育
と

読
み
聞
か
せ
、
ア
イ
シ
ン
グ
ク
ッ

キ
ー
作
り
、
子
ど
も
の
ス
キ
ン
ケ

ア
を
行
い
ま
す

参
加
料　
無
料

※
内
容
に
よ
っ
て
実
費
が
か
か
り

申
し
込
み　
当
日
直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ　
伊
勢
崎
和
太
鼓（
☎

（３２）
７
７
７
１
・
半
田
）

催
し

お
楽
し
み
会

ス
プ
リ
ン
グ
ス
ペ
シ
ャ
ル

境
児
童
館
ど
ん
ぐ
り

（
☎
（７０）
２
４
１
５
）

期
日　
４
月
１８
日（
木
）

時
間　
午
前
１０
時
３０
分
～
１１
時
３０

分会
場　
境
児
童
館
ど
ん
ぐ
り

内
容　
講
師
と
一
緒
に
手
遊
び
や

ふ
れ
あ
い
遊
び
な
ど
を
体
験
し
ま

す参
加
料　
無
料

両
毛
線
沿
線
の
ほ
ほ
ん
い
ろ
ど
り

ト
リ
ッ
プ 

の
ほ
ほ
ん
ま
ち
歩
き

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

文
化
観
光
課（
☎
（２７）
２
７
５
９
）

　
Ｊ
Ｒ
両
毛
線
沿
線
の
６
市（
伊

勢
崎
、
前
橋
、
み
ど
り
、
桐
生
、

足
利
、
栃
木
）で
連
携
し
て
、
ま

ち
歩
き
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催

し
ま
す
。
各
市
の
Ｊ
Ｒ
各
駅
や
ス

ポ
ッ
ト
で
ス
タ
ン
プ
や
シ
ー
ル
を

集
め
る
と
、
抽
選
で
景
品
が
当
た

り
ま
す
。
期
間
中
の
特
定
日
に
は
、

各
市
で
着
物
の
着
付
け
体
験
も
行

い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
文
化
観
光
課
、
い
せ

ま
す

申
し
込
み　
４
月
１８
日（
木
）午
前

９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
赤

堀
公
民
館
へ

ふ
れ
あ
い
体
験
教
室

和
太
鼓
体
験
教
室

市
民
活
動
課（
☎
（６１）
６
７
１
２
）

期
日　
４
月
１３
日
・
２７
日
・
５
月

１１
日
・
２５
日
・
６
月
１
日
・
１５
日
・

２９
日
・
７
月
１３
日
・
２７
日
・
８
月

３
日
の
土
曜
日（
全
１０
回
）

時
間　
午
後
６
時
～
７
時

会
場　
絣
の
郷（
市
民
交
流
館
）

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
学

の
小
学
生
か
ら
高
校
生

定
員　
３０
人（
先
着
順
）

参
加
料　
無
料

さ
き
明
治
館
、
Ｊ
Ｒ
伊
勢
崎
駅
な

ど
に
あ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト「
Ｊ
Ｒ

東
日
本
小
さ
な
旅
・
両
毛
線
沿
線

の
ほ
ほ
ん
い
ろ
ど
り
ト
リ
ッ
プ
」

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間　
４
月
１０
日（
水
）か
ら
６
月

３０
日（
日
）ま
で

会
場　
伊
勢
崎
駅
・
本
町
通
り
周

辺参
加
料　
無
料

※
着
付
け
体
験
は
予
約
制（
有
料
）

で
す

春
季
市
民
盆
栽
展

文
化
観
光
課（
☎
（２７）
２
７
５
８
）

期
間　
４
月
１２
日（
金
）か
ら
１４
日

（
日
）ま
で

時
間　
午
前
９
時
３０
分
～
午
後
５

時※
１４
日（
日
）は
午
後
３
時
３０
分
ま

で会
場　
ふ
く
し
プ
ラ
ザ

入
場
料　
無
料

問
い
合
わ
せ　
伊
勢
崎
市
盆
栽
ク

ラ
ブ
連
合
会（
☎

（２５）
３
８
１
０
・

大
和
）

え
び
ね
蘭ら

ん

展

文
化
観
光
課（
☎
（２７）
２
７
５
８
）

期
日　
４
月
２０
日（
土
）・
２１
日（
日
）

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

会
場　
北
公
民
館

入
場
料　
無
料

問
い
合
わ
せ　
伊
勢
崎
市
蘭ら

ん

蕙け
い

愛

好
会（
☎

（２４）
０
９
０
２
・
吉
沢
）

講
座

美文字教室（ボールペン・筆ペン）

傍聴しましょう 教育委員会会議定例会
期日　４月19日（金）
時間　午後２時開始
会場　市役所本館５階職員研修室
定員　７人（先着順）
申し込み　当日午後１時30分から１時50分までに
　直接会場へ
問い合わせ　教育委員会総務課（☎27−2785）

宮郷公民館を新築しました
　旧宮郷公民館の西側に新築し、開館しました。研

修室・会議室・和室・料理実習室などがあります。

地域生涯学習活動の拠点として、人の集う憩いの場

として広く活用してください。

問い合わせ　生涯学習課（☎27−２７９３）

期�日　５月８日・22日・６月12日・26日の水曜
日（全４回）
時間　午後１時30分～
　３時30分
会場　あずま公民館
対象　市内に在住の人
定員　20人（先着順）
内�容　宛名書きなどの日常生活で使う文字をきれ
いに書く技術を身に付けます
参加料　1,000円（教材費）
申�し込み・問い合わせ　４月24日（水）から参加料
を添えてあずま公民館（☎62－0115）

す
く
す
く
子
育
て
教
室

赤
堀
公
民
館（
☎
（６２）
１
１
５
３
）

奥の細道 中尊寺からの道のり

期�日　５月14日から６月11日までの火曜日（全５

回）

時間　午前10時～正午

会場　境剛志公民館

対�象　市内に在住または在勤・在学の18歳以上の

人

定員　30人（先着順）

内�容　『奥の細道』（出羽路、北陸路）の名場面につ

いて楽しく学びます

参加料　無料

申�し込み・問い合わせ　４月10日（水）午前９時か

ら電話で境剛志公民館（☎74−0168）

オープンガーデン 私たちの庭を公開します
　市内の花愛好家が、オープンガーデンとして自
宅の庭を公開します。オープンガーデンのプレー
トとのぼり旗が目印です。マナーを守って見学し
ましょう。
期日
●４月13日（土）・14日（日）
●５月11日（土）・12日（日）
●６月15日（土）・16日（日）

時間　午前10時～午後５時
　�※公開日や時間は庭ごとに異なります。詳しく
は市民情報コーナー（市役所・各支所）、各公民�
館、各図書館、市民サービスセンター宮子・あ�
ずま、伊勢崎駅前インフォメーションセンター、

　�市民プラザにあるオープンガーデン散策マップ
で確認できます

問い合わせ　公園緑地課（☎27−2768）
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初
心
者
弓
道
教
室

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
（２７）
２
７
４
７
）

【
市
弓
道
場
】

期
日　
５
月
１３
日
か
ら
６
月
６
日

ま
で
の
月
・
木
曜
日（
全
８
回
）

時
間　
午
後
７
時
～
９
時

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
中
学
生
以
上
の
人

定
員　
３０
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　
４
月
１５
日（
月
）か
ら

２９
日（
祝
）ま
で
に
直
接
華
蔵
寺
公

園
運
動
施
設
管
理
事
務
所（
☎

（２３）

７
０
１
５
）へ

※
１
人
で
２
人
分
ま
で
の
申
し
込

み
が
で
き
ま
す

【
あ
ず
ま
弓
道
場
】

期
日　
５
月
１０
日
か
ら
６
月
３
日

ま
で
の
月
・
金
曜
日（
全
８
回
）

時
間　
午
後
７
時
～
９
時

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
小
学
５
年
生
以
上
の
人

定
員　
３０
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　
４
月
１０
日（
水
）か
ら

５
月
１
日（
祝
）ま
で
に
直
接
あ
ず

ま
運
動
施
設
管
理
事
務
所（
☎

（６２）

７
２
７
１
）へ

【
境
弓
道
場
】

期
日　
５
月
８
日
か
ら
６
月
１
日

ま
で
の
水
・
土
曜
日（
全
８
回
）

時
間　
午
後
７
時
～
９
時

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
中
学
生
以
上
の
人

定
員　
２５
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　
４
月
１２
日（
金
）か
ら

２６
日（
金
）ま
で
に
直
接
ま
た
は
電

話
で
境
運
動
施
設
管
理
事
務
所（
☎

（７４）
１
１
１
３
）へ

　
　
　
　
＊　
　
　
＊

い
ず
れ
も

参
加
料　
無
料

※
中
学
生
以
下
の
人
は
保
護
者
の

付
き
添
い
が
必
要
で
す

市
民
ゴ
ル
フ
大
会
地
区
対
抗

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
（２７）
２
７
４
７
）

期
日　
６
月
12
日（
水
）

会
場　
新
玉
村
ゴ
ル
フ
場（
玉
村

町
）

対
象　
市
内
に
在
住
の
人

種
別

●
一
般
の
部
＝
15
歳
以
上
の
人

●
男
子
シ
ニ
ア
の
部
＝
55
歳
以
上

69
歳
以
下
の
人

●
男
子
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
＝
70
歳

以
上
の
人

●
女
子
の
部
＝
15
歳
以
上
の
人

※
大
会
は
個
人
戦
で
は
な
く
、
チ

ー
ム
戦
で
行
い
ま
す
。
チ
ー
ム
は

大
会
運
営
側
で
決
め
ま
す

※
年
齢
は
平
成
31
年
12
月
31
日
現

在
で
す
。
一
般
の
部
、
女
子
の
部

は
中
学
生
を
除
き
ま
す

※
プ
ロ
の
人
は
除
き
ま
す

定
員　
２
０
０
人（
先
着
順
）

参
加
料　
１
人
２
０
０
０
円

※
プ
レ
ー
費
は
自
己
負
担
と
な
り

ま
す

※
当
日
会
場
で
支
払
っ
て
く
だ
さ

い申
し
込
み　
４
月
８
日（
月
）か
ら

５
月
13
日（
月
）ま
で
に
直
接
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課
ま
た
は
各
公
民
館
へ

春
季
陸
上
記
録
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
（２７）
２
７
４
７
）

期
日　
５
月
１１
日（
土
）

時
間　
午
前
８
時
３０
分
開
会

会
場　
市
陸
上
競
技
場

対
象　
市
内
・
玉
村
町
に
在
住
ま

た
は
在
勤
・
在
学
の
人

種
目　
短
距
離
走
・
中
距
離
走
・

走
り
幅
跳
び
・
走
り
高
跳
び
・
ジ

ャ
ベ
リ
ッ
ク
ス
ロ
ー（
や
り
投
げ
）・

砲
丸
投
げ

※
小
学
４ 
・
５ 

・
６
年
生
男
子
・

女
子
、
中
学
生
男
子
・
女
子
、
一

般
男
子
・
女
子（
高
校
生
を
含
み

ま
す
）の
各
部
門

参
加
料　
小
・
中
学
生
＝
４
０
０

円
、
一
般
＝
６
０
０
円

※
リ
レ
ー
は
１
チ
ー
ム
５
０
０
円

（
保
険
料
な
ど
）

申
し
込
み　
４
月
２６
日（
金
）ま
で

に
直
接
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

市
サ
ッ
カ
ー
協
会
一
般
の
部

新
規
チ
ー
ム
登
録

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
（２７）
２
７
４
７
）

　
新
た
に
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
に
登

録
を
希
望
す
る
チ
ー
ム
は
左
記
ま

で
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
市
サ
ッ
カ
ー
協
会

（

０
９
０
ー
４
４
６
４
ー
６
４ 

７
５
・
塩
沢
）

期
日　
４
月
２１
日
か
ら
６
月
１６
日

ま
で
の
日
曜
日（
全
８
回
）

※
５
月
１９
日（
日
）は
除
き
ま
す

時
間　
午
前
６
時
３０
分
～
８
時
３０

分会
場　
市
庭
球
場

対
象
・
定
員

●
一
般（
市
内
に
在
住
ま
た
は
在

勤
の
１８
歳
以
上
の
人
）＝
６０
人（
先

着
順
）

※
高
校
生
・
大
学
生
は
除
き
ま
す

●
ジ
ュ
ニ
ア（
市
内
の
小
学
４
年

生
か
ら
中
学
生
）＝
６０
人（
先
着
順
）

参
加
料　
５
０
０
円（
ボ
ー
ル
代
）

申
し
込
み　
４
月
８
日（
月
）か
ら

１４
日（
日
）ま
で
に
参
加
料
を
添
え

て
華
蔵
寺
公
園
運
動
施
設
管
理
事

務
所
へ

※
１
人
で
２
人
分
ま
で
の
申
し
込

み
が
で
き
ま
す
。
ジ
ュ
ニ
ア
の
申

し
込
み
は
保
護
者
が
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い

※
施
設
の
年
間
利
用
の
定
期
券
を

持
っ
て
い
る
人
の
申
し
込
み
は
、

４
月
１０
日（
水
）か
ら
受
け
付
け
ま

す平
成
３１
年
度

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
チ
ー
ム
登
録

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
（２７）
２
７
４
７
）

　
市
内
の
学
校
単
位
・
地
域
子
ど

も
会
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
で

活
動
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体
で
、

新
規
で
登
録
を
希
望
す
る
団
体
は

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
２０
歳
以
上
の
指
導
者
２
人

以
上
と
３
歳
以
上
１９
歳
以
下
の
団

員
で
構
成
し
た
ス
ポ
ー
ツ
団
体

登
録
料

●
指
導
者
＝
１
人
１
１
０
０
円

●
団
員
＝
１
人
６
０
０
円

申
し
込
み　
４
月
１５
日（
月
）ま
で

に
直
接
ま
た
は
電
話
で
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
へ

伊
勢
崎
佐
波
卓
球
大
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
（２７）
２
７
４
７
）

期
日　
５
月
１８
日（
土
）

時
間　
午
前
８
時
３０
分
開
会

会
場　
市
民
体
育
館

対
象　
市
内
・
玉
村
町
に
在
住
ま

た
は
在
勤
・
在
学
の
人
、
市
内
・

玉
村
町
の
卓
球
協
会
加
盟
団
体
に

所
属
し
て
い
る
人

種
目

●
シ
ン
グ
ル
ス
＝
小
学
生
男
子
・

女
子
、
中
学
生
男
子
・
女
子
、
一

般
男
子
・
女
子
、
３５
歳
以
上
男
子
、

４５
歳
以
上
女
子
、
５０
歳
以
上
男
子

●
ダ
ブ
ル
ス
＝
一
般
男
子
・
女
子

●
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
シ
ン
グ
ル
ス
＝

５０
歳
以
上
男
子
・
女
子

●
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
ダ
ブ
ル
ス
＝
５０

歳
以
上
男
子
・
女
子
・
混
合

参
加
料　

●
シ
ン
グ
ル
ス
＝
８
０
０
円

※
小
・
中
学
生
＝
４
０
０
円

●
ダ
ブ
ル
ス
＝
１
組
１
５
０
０
円

※
小
・
中
学
生
＝
１
組
８
０
０
円

申
し
込
み　
４
月
２５
日（
木
）ま
で

に
直
接
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

問
い
合
わ
せ　
市
卓
球
協
会（☎

（２６）

６
２
０
４
・
橋
詰
）

な
ぎ
な
た
体
験
教
室

境
運
動
施
設
管
理
事
務
所

（
☎
（７４）
１
１
１
３
）

期
日　
５
月
４
日
か
ら
２５
日
ま
で

の
土
曜
日（
全
４
回
）

時
間　
午
後
３
時
～
５
時

会
場　
境
武
道
館

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
小
学
生
以
上
の
人

定
員　
１５
人（
先
着
順
）

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
４
月
１５
日（
月
）か
ら

２６
日（
金
）ま
で
に
直
接
ま
た
は
電

話
で
境
運
動
施
設
管
理
事
務
所
へ

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

あ
ず
ま
運
動
施
設
管
理
事
務
所

（
☎
（６２）
７
２
７
１
）

期
日　
５
月
１１
日（
土
）・１８
日（
土
）・

１９
日（
日
）

時
間　
午
前
９
時
～
正
午

会
場　
あ
ず
ま
体
育
館

対
象　
市
内
の
小
学
生

定
員　
５０
人（
先
着
順
）

内
容　
基
本
か
ら
試
合
ま
で

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
４
月
１０
日（
水
）か
ら

５
月
７
日（
火
）ま
で
に
直
接
ま
た

は
電
話
で
あ
ず
ま
運
動
施
設
管
理

事
務
所
へ

ス
ポ
ー
ツ

　道路上から水道メーターまでの間に漏水を発見
　した場合は、竜宮浄水場（☎24－1760）または
　下記の指定工事店に連絡してください。

次の地域の連絡先は、以下のとおりです。
●�境島村の利根川右岸地域（本庄市給水区域）�
＝本庄市水道課（☎0495−22−2151）

●�境平塚の利根川右岸地域（深谷市給水区域）�
＝深谷市水道工務課（☎048−577−7529）

休日の漏水などの緊急連絡先

期日　５月10日（金）
時間　午後６時～８時
会場　豊受公民館
対象　市内に在住の小・中学
生

　※小学３年生以下の子ども
は保護者と一緒に参加して
ください

定員　８人（先着順）
内容　カーネーションなどの花を使って、テデ�
ィベア風のフラワーアレンジメントを作りま
す

参加料　１,８００円（材料費）
申し込み・問い合わせ　４月８日（月）午前９時�
から直接または電話で豊受公民館（☎32−03�
50）

母の日に贈る

子どもフラワーアレンジメント講座

スポーツ振興課（☎27−２７４７）

　群馬ダイヤモンドペガサス対�
新潟アルビレックスB

ベースボールクラブ

Cの公式�
戦に市内の小・中学生および65
歳以上の人を無料招待します。
それ以外で市内に在住の人は、
入場料が半額になります。
期日　４月14日（日）
時間　午後１時試合開始
会場　市野球場
入�場方法　小・中学生はチケット売り場で学校
名を言ってください。65歳以上の人は、住
所・年齢を確認できる物を、チケット売り場
で提示してください

群馬ダイヤモンドペガサス
市民サンクスデー

期�日　５月10日・17日・24日の金曜
日（全３回）

時間　午後１時30分～３時30分
会場　名和公民館
対象　市内に在住の人
定員　20人（先着順）

内�容　家庭でできる体のほぐし方を学
びます

参加料　無料
申�し込み・問い合わせ　４月15日（月）
午前９時から直接または電話で名和
公民館（☎32−0034）

かんたんヨガ教室

早
朝
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

華
蔵
寺
公
園
運
動
施
設
管
理
事
務
所

（
☎
（２３）
７
０
１
５
）

●
●
●

４月
４月
４月

20日（土）
21日（日）
27日（土）

中西工業　　　☎25−5900
阿久津建設　　☎62−1242
高岸設備工業　☎25−7278

●
●
●

４月
４月
４月

28日（日）
29日（祝）
30日（火）

亀田建設　　　☎62−1852
小倉設備興業　☎25−2915
栗原建設　　　☎25−6720
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平
成
３１
年
度
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
予

防
接
種
の
費
用
の
一
部
助
成

　
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
は
２

種
類
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
対
象
や
接

種
回
数
、
１
回
の
助
成
額
が
異
な

り
ま
す
。
ど
ち
ら
の
ワ
ク
チ
ン
も

効
果
・
安
全
性
に
違
い
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
必
ず
同
じ
種
類
の
ワ
ク

チ
ン
で
規
定
の
回
数
を
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。

　
１
回
目
の
接
種
は
生
後
１４
週
６

日
ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
生

後
１５
週
以
降
に
１
回
目
の
接
種
を

し
た
場
合
は
、
１
回
目
の
接
種
分

は
助
成
の
対
象
外
で
す
。
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
ロ
タ
リ
ッ
ク
ス
】

対
象　
接
種
当
日
に
市
内
に
住
所

が
あ
る
生
後
６
週
以
上
２４
週
０
日

以
下
の
子
ど
も

接
種
回
数　
２
回

助
成
額　
１
回
に
つ
き
７
５
０
０

円【ロ
タ
テ
ッ
ク
】

対
象　
接
種
当
日
に
市
内
に
住
所

が
あ
る
生
後
６
週
以
上
３２
週
０
日

以
下
の
子
ど
も

接
種
回
数　
３
回

助
成
額　
１
回
に
つ
き
５
０
０
０

円
　
　
　
　
＊　
　
　
＊

い
ず
れ
も

接
種
方
法　
市
内
・
玉
村
町
の
指

定
医
療
機
関
に
予
約
の
上
、
母
子

健
康
手
帳
、
健
康
保
険
証
、
福
祉

医
療
費
受
給
資
格
者
証
、
接
種
料

金
を
持
っ
て
、
接
種
し
て
く
だ
さ

い※
接
種
料
金（
自
己
負
担
額
）は
各

医
療
機
関
が
定
め
る
予
防
接
種
料

金
か
ら
助
成
額
を
差
し
引
い
た
金

額
に
な
り
ま
す
。
医
療
機
関
ご
と

に
金
額
は
異
な
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い

※
生
活
保
護
世
帯
の
人
は
全
額
助

成
し
ま
す
。
事
前
に
健
康
づ
く
り

課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い

※
指
定
医
療
機
関
以
外
で
接
種
す

る
場
合
は
、
助
成
は
あ
り
ま
せ
ん

※
違
う
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
場

合
は
助
成
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

レ
デ
ィ
ー
ス
検
診

　
胃
、
大
腸
、
子
宮
頸け

い

部
、
乳
・

甲
状
腺
の
４
種
類
の
が
ん
検
診
が

土
曜
日
の
午
前
中
に
受
け
ら
れ
ま

す
。
自
分
の
健
康
状
態
を
知
る
た

め
に
も
、
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

期
日　
１０
月
５
日
・
１９
日
・
１１
月

２
日
・
１６
日
・
１２
月
７
日
・
２１
日

の
土
曜
日

会
場　
伊
勢
崎
佐
波
医
師
会
病
院

成
人
病
検
診
セ
ン
タ
ー（
下
植
木

町
）

対
象　
平
成
３２
年
３
月
３１
日
時
点

で
４０
歳
以
上
６４
歳
以
下
の
偶
数
年

齢
の
女
性
で
４
種
類
全
て
の
検
診

を
受
け
ら
れ
る
人

定
員　
２
７
０
人（
先
着
順
）

受
診
料　
３
５
０
０
円

申
し
込
み　
４
月
１５
日（
月
）か
ら

直
接
ま
た
は
電
話
で
各
保
健
セ
ン

タ
ー
へ

高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予

防
接
種
の
対
象
者
を
拡
大
し
ま
す

　
国
が
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
の
対
象
者
の
拡
大
を
決

定
し
た
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
こ

れ
ま
で
一
度
も
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
し
た
こ
と
の
な
い
該
当

年
齢
の
人
が
接
種
の
対
象
者
と
な

り
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
予
診
票
を
郵
送
し

ま
す
。
予
診
票
が
届
い
た
人
で
も
、

過
去
に
肝
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
し
た
人
は
、
国
の
基
準
に
よ
り

接
種
対
象
外
と
な
り
、
接
種
で
き

ま
せ
ん
。
本
年
度
の
対
象
者
が
接

種
で
き
る
の
は
本
年
度
限
り
で
す
。

３
月
末
日
ま
で
に
指
定
医
療
機
関

で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
市
内
に
在
住
で
、
平
成
３１

年
度
に
６５
歳
・
７０
歳
・
７５
歳
・
８０

歳
・
８５
歳
・
９０
歳
・
９５
歳
・
１
０ 

０
歳
に
な
る
人
お
よ
び
１
０
１
歳

以
上
の
人

接
種
回
数　
１
回

接
種
費
用　
２
０
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
は
無
料

皆
さ
ん
の
善
意

秘
書
課（
☎
（27）
２
７
０
０
）

　
次
の
皆
さ
ん
か
ら
、
寄
付
・
寄

贈
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

♥
伊
勢
崎
商
工
会
議
所
女
性
会
か

ら
福
祉
事
業
基
金
へ
５
万
円

♥
伊
勢
崎
市
境
進
出
企
業
連
絡
協

議
会
か
ら
境
地
区
の
平
成
３１
年
度 

小
学
１
年
生
へ
防
犯
ブ
ザ
ー
２
５ 

９
個

♥
佐
波
伊
勢
崎
農
業
協
同
組
合
か 

ら
市
内
の
平
成
３１
年
度
小
学
１
年 

生
へ
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
２
１
０ 

５
枚

♥
伊
勢
崎
南
中
学
校
昭
和
２９
年
度

卒
業
生
同
窓
会
か
ら
第
一
中
学
校

へ
シ
ュ
ー
ズ
ボ
ッ
ク
ス
２
台

♥
伊
勢
崎
市
建
物
清
掃
事
業
者
協

会
か
ら
赤
堀
小
学
校
へ
施
設
の
清

掃
労
力
奉
仕

♥
松
島
敏
昭
さ
ん（
稲
荷
町
）か
ら

宮
郷
公
民
館
へ
礒
部
草
丘
の
色
紙

１
枚

保
健

健
康
づ
く
り
課（
☎
（27）
２
７
４
６
）

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー（
☎
（23）
６
６
７
５
）

赤
堀
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
☎
（20）
２
２
１
０
）

あ
ず
ま
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
（62）
９
９
１
８
）

境
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
（74）
１
３
６
３
）

売上金は機械工業の振興・社会福祉の
増進などに広く役立てられています

☎24－5780　  http://isesaki-auto.jp/ ★…伊勢崎開催

★第39回伊勢崎オート出版協会杯（ナイター開催）

4/
◆川口オート場外発売

4/11・12・13・14

4/13・14・15・16
◆浜松オート場外発売 4/22・23・24・25

◆川口オート場外発売

4/17・18・19・20・21

◆山陽オート場外発売　
　開場54周年記念
　GⅠ第25回平成チャンピオンカップ9・10・11

広
告
の
ペ
ー
ジ



2019年
３
月
１
日
現
在

●
人
口
	
213,535人

	（前
月
比
−
47）

●
世
帯
数
	
89,888戸

	（前
月
比
＋
97）

2019年１月１日現在
●人口	 213,639人	（前月比＋79）
●世帯数	 89,736戸	（前月比＋65）

2019年（平成31年）4月1日号 24

FILE No．

問い合わせ
企業誘致課（☎27－2756）

リスパック株式会社 関東事業所（境伊与久）

　「Pure White」は、容器のイメージが強かっ
たプラスチック食品容器を、限りなく食器に
近づけるために開発されました。
　関東事業所では、弁当・総菜容器や低環境
負荷の植物由来の容器を生産しています。

22

―どのような仕事ですか
　押出成形という製法でさまざ
まな素材のプラスチック原料（ペ
レット）を溶かしてシートに成
形する作業をしています。
―気を付けているところは
　食品容器を製造しているので、
製造の過程で異物が混入しない
よう、衛生面には特に配慮して
安全・安心な製品を生産するよ
うに努めています。

  ほし　  の　　　かず　  や

星野 和彌さん（日乃出町）

群馬工場 押出成形チーム

「Pure White」

―やりがいを教えてください
　コンビニなどで自社製品が並
ぶのを見た時や、環境に優しい
植物由来の原料を使用した製品
で、循環型社会の構築に貢献し
ていることです。
―市民の皆さんに一言
　植物由来のバイオマスプラス
チックから、耐熱性・透明性・
デザインなど、用途に合わせた
容器が作られ店頭に並んでいま
す。食品だけでなく、私たちが
作った容器にもぜひ注目してく
れたらうれしいです。

ピュア ホワイト

い
せ
さ
き

発
行

■伊
勢

崎
市

  ☎
0270−

24−
5111

  FAX  0270−
23−

9800
〒

372−
8501 群

馬
県

伊
勢

崎
市

今
泉

町
二

丁
目

410番
地

  U
RL    https://w

w
w

.city.isesaki.lg.jp
編

集
■

広
報

課
　

印
刷

■
川

島
美

術
印

刷
株

式
会

社
　

毎
月

1日
・

16日
発

行

あ
な

た
と

市
政

を
つ

な
ぐ

情
報

紙
 ISESAKI PU

BLIC RELATIO
N

S

 防災・防犯情報を配信中  いせさき情報メールに登録を！ 登録方法など詳しくは17ページへ

ス
マ

ホ
ア

プ
リ

「
マ

チ
イ

ロ
」で

広
報

い
せ

さ
き

を
配

信
中

！
いき
いき公民館

自慢の
サークル
紹介

自慢の
サークル
紹介

●活動状況は？
▶月４回程度
●活動場所は？
▶三郷公民館
●メンバーは？
▶18人

　オカリナは、ピアノなどの調律された楽器と比べると演奏の
難しい楽器ですが、息の量や指のふさぎ方で音が変わるので、
音程などを調節できます。全員の音を合わせて美しい響きやハ
ーモニーを醸し出すこともできます。基礎を大切に練習し、ミ
ニコンサートや出前演奏などで地域の皆さんと交流を深めなが
ら、オカリナで心の安らぎを届けられるようにこれからも練習
に励んでいきたいです。

　今号をもって「Made in い
せさき ものづくりFILE　こ
れ、伊勢崎で作っています」
の連載が終了します。２年前
に始まったこの企画では、22 
社の企業を紹介してきました。
企業の皆さんはいろいろな思
いを込めてものづくりをして
いるんだなと、取材を通して
感じることができ、良い経験
をさせていただきました。
　この企画の後も連載ものの
予定です。皆さんに楽しんで
もらえるように、伊勢崎市の
魅力をもっと感じてもらえる
ように、連載スタートに向け
てただ今準備中です。　（こ）

三郷公民館（☎23−1952）
第84回

編 集 後 記

サークル名 オカリナの会「森の音」

2019. ４
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